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ペ テ ロは外 に出て

激 しく泣 いた

第二副管長

ゴー ドン ・B・ヒン ク レー

ばんさん

最
後 の晩 餐 の後 ， イエ ス と弟子 た ちは

エル サ レム を去 って， オ リブ山へ 出

かけ て行 き ま した。 恐 ろ しい苦 難が 間近 に

迫 って いる こ とを知 ってい た イエ スは， 愛

す る弟子 た ち にこ のよ う に言わ れ ま した。

「『今 夜， あ な たが たは 皆わ た し につ まず く

〔見捨 てる 〕で あ ろ う。』… …

する とペ テ ロは イエ ス に答 えて 言 った，

『た とい
， み んな の者 があ な たにつ まず い

て も， わ た しは決 して つ まず きませ ん』。

イエ スは 言 わ れ た， 『よ くあ な たに 言っ
にわとり

て お く。 今 夜， 鶏 が鳴 く前 に， あ なたは三

度 わた しを知 らな い と言 うだろ う』。

ペ テ ロは 言 った， 『た といあ なた と一 緒

に死 なね ば な らな くな って も， あ なた を知

ら ない な どとは，決 して 申しませ ん』。」(マ

.灘 鰯 、

無辮灘

懸 繍
、繍 細

羅

。瞬

隈灘

癌鰭 憲。着
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タ イ26：31，33-35)
く

その後 す ぐゲ ッセ マ ネの 園で の激 し い苦
もん

悶が あ り， それか らあの裏 切 りが あ った の

です。 群衆 が カ ヤパ の とこ ろへ行 った時，

「ペ テ ロは ……大 祭 司の 中庭 ま で行 き， そ

の な りゆき を見 と どけ るた めに， 中 に はい

って下 役 ども と一 緒 にすわ っ て」(マ タ イ

26：58)い ま した。

形 ば か りの裁判 が行 なわれ ， イエ ス を告

訴 した 人々 が イエ スの顔 につ ば き をか け，

こぶ しで打 った り手 の ひ らでた たい た り し

て い る間 に， ひ とりの女 中 がペ テ ロを 見て，

言 い ました。 「『あ なた もあ のガ リラヤ 人 イ

ェ ス と一 緒 だ った』 … …

す るとペ テ ロは， み んな の前 で それ を打

ち消 して言 った ，『あ な た が 何 を言 ってい

るのか ，わ か らな い』。

そ う言 づて入 口の方 に 出て行 くと， ほか

の女 中が彼 を見 て， そこ にい る人 々 にむか

って， 『この 人は ナザ レ人 イエ ス と一 緒 だ

った』 と言 った。

そ こで 彼 は 再 び それ を打 ち消 して， 『そ

んな 人は知 らない』 と誓 って言 った。

しば らく して， そ こに立 ってい た人 々が

近 寄 ってき て， ペ テ ロに言 った，『確 かに あ

なた も彼 らの仲 間 だ。 言葉 づか い であ な た

の ことが わか る』。

彼 は 『その 人の こ とは何 も知 らな い』 と

言 って， 激 しく誓 い は じめた。 す る とす ぐ

鶏 が 鳴い た。

ペ テ ロは 『鶏 が 鳴 く前 に，三 度 わ た しを

知 らない。と言 う であ ろう』 と言わ れ たイ エ

スの 言葉 を思 い 出 し， 外 に出て 激 しく 泣い

た。」(マ タ イ26：69-75)1

何 と悲 しい話 では ない で し ょうか。 ペ テ

ロ は 自己の忠 誠 と決意 を確 言 し， 決 して イ

エ ス を知 らない な どとは 言わ な い と 口に し

2

た ので す。 ふ と 人を恐 れ る気持 ちが起 こ り，

肉体 の弱 さ に負け ， さ らには告 訴 され るか

も しれ な い とい う苦境 に立 た され て， ペ テ

ロの決 意 は もろ く もくずれ た ので す。 その

後 す ぐペ テ ロは 自分 の間違 いと弱 さ に気 づ

き， 「外 に出 て激 し く泣」 き ま した。

私 は この話 を読 む と， ペ テロ に同情 の 気

持 ち を覚 え ます。 私 た ちの 多 くはペ テ ロ と

ほ とん ど似 たよ うな もの だか らです。 忠 誠

を誓 い，雄 々 しくあ る とい う決意 を確 言 し

ます。 時 に は， た とえ何 が起 こ ろう と も 自

分 は正 しい こ とを し， 正 しい 目的を守 り通

し， 自己に も他 の人 々 に も忠 実 であ る とい

う こ とを公 然 と断言 さ え します。

それ か ら苦 難 が大 き くな り始 め ます。 そ

れ は 時 に 社 会 的 圧 力 で あ っ た り，個 人的

な欲望 や誤 った 野心 で あ った り します。 決

意が ぐらっ くこ ともあれ ば，修 練 の 手綱 を

自分 で緩 め て しま うこ と もあ ります。 誘 惑

に 負け る こ ともあ りま す。 その 結果 は， 良
とが

心の 智 め と， 自責 の 念 と， 後悔 の苦 い涙 で

す。

私 た ちが 毎 日の よ うに 目にす る大 きな悲

劇 のひ とつ に， 高 い 目標 を持 ちなが らそれ

を十 分 に達 成 でき ない で いる 人々 の悲劇 が

あ ります。 彼 らの志 は 気高 く， 公言 して い

る望 み も賞 賛 に値 し， その 能 力 も優 れ て い

ます。 しか し訓 練 と いう点 で弱 い ので す。

彼 らは 怠惰 に負け， 欲望 のた め に決 意 が鈍

って いる ので す。

以 前 ，私 の知 って いる 人で その よ うな 人

が い ま した。 その 人 は教会 員 では あ りませ

ん で した。 彼 は有 名 な大学 を卒 業 し， 無 限

の可 能 性 を持 って い ま した。優 れ た教 育 を

受 け， 大 い に出世 す る見込 み の ある若 者 と

して， 彼 は大望 を抱 き，夢 を実 現 すべ く努

力 しま した。就 職 した会杜 にお いて も とん



とん 拍子 に昇進 し， その たび に責任 は重 く

な って い きま し た。 そ して何年 もた たな い

うち に， 会 社 の首脳 陣 の ひ と りとして名 を

連ね るよ うに な りま した。 そ う した昇 進 に

よって， 彼 は立 場上 た び たび宴 席 に顔 を 出

し， アル コー ル を 口にす るよ う にな ったの

で す。 ほか の 多 くの 人々 と同様 に， 彼 もア

ルコ ール に打 ち勝 つ こ とがで き ませ んで し

た。 そ してア ル コー ル中毒 にな り， 自制 が

利か ず， とう とう欲望 の え じき にな って し

まい ま した。 彼 は助 け を求め ま した が， 力

にな ろ う として くれ た 人か ら与 え られた養

成 法 に従 って 節制 す る こ とは 自尊心 が許 し

ませ んで した。

彼 は流星 の よ う に落 ち， 哀 れ に も己 を燃

や し尽 く し， 夜 の闇 の 中 に消 え て い きま し

た。 私 は 友 人 た ち を 次 々 と 聞 い て 回 り，

つい に彼 が実 際 に悲劇 的 な最 期 を遂 げ た こ

と を知 りま した。 高 い志 を持 ち， 素 晴 ら し

い才能 に も恵 まれて スタ ー トした彼 で した

が， さ る大都 市 の どや街 で死 ん で い ったの

です。 昔 の ペ テロ の よう に， 彼 も自分 の内

に秘 め られ た可 能性 を余 す と ころ な く発 揮

で き るも の と， 己 の強 さ と能 力に背 を向け

て い ま した。 しか し， 彼 はそ の能 力 を否定

して しま った ので す。挫 折 の影 に包 み こま

れ た彼 は再 びペ テ ロの よ うに， 外 に 出て激

しく泣 いた に違 い あ りませ ん。

もうひ と りの人 の こ とが 思 い出 され ま す。

私 の よ く知 っ てい る 人で す。 彼 は ず っ と昔 ，

私 が イギ リス で伝 道 して いた 時 に教 会 に 入

りま した。 彼 には 喫煙 の 習慣 があ りま した。

教会 貝 に な った初 め の頃 は主 に助 け を請 い，

主 も彼 の祈 りに応 え て， その 習慣 を 克服 す

る力 を与 えて下 さい ま した。 彼は 主 に頼 り，

か つ てな い喜 び を もって生 活 して い ま した。

と ころが， 思 い もか け ない事 が起 こ りま し
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た。 家族 や社 会 か ら様 々な圧 力 がか け られ

る よ うにな っ たの です。 彼 は 目標 を下 げ，

欲 望 に負け ました。タバ コの煙 のにお い に惑

わ され たの で した。 私 は何年 か た って彼 と

会 い， 彼が かつ て味 わ った 古 きよ き時代 に

つ いて語 り合 い ま した。 彼 もまたペ テ ロの

よう に激 し く泣き ま した。 彼は あれ これ と

非難 しま した。 私 は彼 が その よ うに言 うの

を聞 いて い て， あの キ ャ シャ スの言葉 を 言

いた くな りま した。

「ね え
， ブ ル ータ ス， 僕 らが うだつの上

が らない のは ね， な に も運 勢 が悪 いん じ ゃ

ない，僕 ら 自身が悪 いん だ。」(ジ ュリアス ・

シー ザr第1幕 ， 第2場 ，140-41行 。

中野好 夫訳 ， シェー クス ピア全 集6， 筑 摩

書房)

気高 い 目標 を持 ち なが ら努 力 を怠 る人，

つ ま り出だ しは 強い が最 後が 弱 い人 につ い

て引 き続 き話 したい と思 い ます。 この よ う

な人 々は ， 自己 中心 的 にな り， 自分本 来 の

無欲 さ を忘 れ て， 富 を追 い求 め， 人 々 と才

能 や 信仰 を分 か ち合 うこ とをせ ず， 自分 だ

けの こ とを考 え， 活 気の な い生 活 を送 る傾

向が あ り ます 。 彼 ら につ いて 主 は この よう
しか きた

に言 ってお られ ます。 「而 して 主 の 来 りた
さほ

も う 日， また審 き の 日， また主 の怒 りの 日
なげ

に汝 らは歎 き悲 しみて 言わ ん。 あ 、， 刈 り

入れ は終 り夏 は すで に過 ぎ去 りぬ， われ は

救わ れ ず， と5」(教 義 と聖約56：16)

と ころで， ペ テ ロの よ うに主 と主 のみ業

を愛 す る と公 言 しなが ら， 後 に言葉 で， あ

る いは物 言 わ ぬ まま主 を否定 す る 人々 につ

い て， もっ と具 体 的 に話 した い と思 い ます。

強 い信 仰 を持 ち， 非常 に献 身的 だ ったひ

と りの青 年 の こ とを よ く覚 え てい ます， 彼

は私 が苦 しい 時期 に，私 の友 であ り信頼 の

お け る相談 相 手で した。 彼の生 き方 や熱心
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L

に奉仕 す る様 は， 主 と教会 の業 に対 す る 彼

の愛 を表 わ してい ま した。 しか し，彼 は・自

分 の進 歩 のた め に彼 を利用 す る仲 間 たち の

お だて に乗 って， しだい に道 を それて い き

ま した。仲 間 を 自分 の信仰 や 態度 の方 向 に

導 く という よ りも，反 対 に彼 らの 誘惑 に徐

徐 に負け て い ったの です。

彼 は それ まで実 践 して き た信仰 を公 然 と

無視す る こ とは しませ ん で した。 しか し，

その よ うな態 度を 見る ま で もな く生活 を 見

れば， 彼 が信仰 を 捨て た こ とがは っ き りと

分か りました。 何年 か た って， 私 は彼 と再

会 しま した。 彼は迷 いか ら覚 めた 者の よう

に話 しました。 声 を落 とし， 目を伏せ て，

かつ て大 事 に して い た信仰 とい う支 えか ら

離れ た時 の， 目的 の ない 生活 につ い て話 し

て くれ ま した。 そ して ， 話 し終わ った時 に

は， ペ テロの よ う に泣い て い ました。

最 近 の こ と で す が， あ る友 人 と お 互 い

の 知 人に つ い て 話 し ま し た。 そ の 知 人 と

いうの は，仕 事 で は非常 に成功 してい る と

見 られ てい ま した。 「と こ ろ で， 彼 は教 会

で 何 を して い るだ ろ うか」 という私 の質 問

に，友 人は このように答 え ま した。 「彼 は心

の中で は この教 会 が真実 で あ る と分 か って

いるの だが， 教 会 を恐 れて もいる。 自分 が

教 会員 であ る こ とを認 め，教 会 の標 準 に従

って生 活す る こ とになれ ば， 今 活 躍 してい

る社会 か ら締 め出 され るの で はな いか と恐

れ て いるん だ よ。」

私 は思 い ました。 「自分 の 確 か な 知 識 を

否 定 したペ テ ロの よ うに， この 人 もこ とに

よる と晩年 を待 つ まで もな く， 間 もな く 自

分 が長子 の特 権 を1杯 のあ つ もの と引 き換

えて しま った こと を思 い知 ら され るだ ろう。

(創世25：34参 照)そ して， 自分 自身が 主

を否定 した だけ でな く， 信仰 を持 た ず に成
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長 した子 供 た ちの 前 に も主 を 否定 して い た

こ とが 分か る よ うに な って， 深 く後悔 し，

嘆 き， 涙す る だ ろ う。」

主御 自身次 の よ うに言 って お られ ます。

「邪 悪 で 罪深 い この時 代 にあ って ，わ た し

とわ た しの言 葉 とを恥 じる者 に対 しては，

人の子 もま た， 父の栄 光 の うち に聖 な る御

使 た ち と共 に来 る とき に， その者 を恥 じる

であ ろ う。」(マ ル コ8：38)

さ て，再 び イエ スを否 定 して 泣い たペ テ

ロの こ とに返 りたい と思 い ます。 自分 の 過

ち を認 め，弱 点 を悔 い改 め たペ テ ロは， 別

人の よ うに変 わ り，復 活 され た主 につ いて

大 胆 に証 を す るよ うに な りま した。 そ して，

先 任使 徒 で あ ったペ テ ロは， 生 け る神 に生

き写 しの御子 ， イエ ス ・キ リス トの使 命 と

死 と復 活 に つ いて証 す るこ と に残 りの生 涯

を捧 げ ま した。 また， ペ テロ は五 旬節 の 日

に感動 的 な説教 を し， それ を 聞 いた 人々 は

聖 霊の 力 によ って 強 く心 を刺 され ま した。

また主 か ら授 け られ た神権 の権 威 に よ って，

ヨハ ネ と共 に足の きか な い 男を掻 し， そ の

奇 跡の た め にふた りは迫害 され ま した。使

徒 た ちが サ ン ヒ ドリンの 前 に召換 され 罪 を

問われ た 時 も， ペ テ ロは 兄弟 た ち を大 胆 に

弁 護 し まし た。 また， 福 音が 異邦 人に伝 え

られ る よう にな る とい う示現 も受 け ま した。

(使徒2-4章 ，10章 参 照)

かつ て網 を捨 てて 人 間を とる 漁師 に なる
あかし ぴ と

よ うに と主 の証 人 と して召 され たペ テ ロは，

やが て鎖 につ な がれ， 投 獄 され， 最 後 には，

殉 教 し ま した。(マ タ イ4：19参 照)ペ テ

ロ は，'復活 され た主 が11人 の使 徒 に与 え ら

れ た最後 の指 示， すな わ ち 「す べ ての 国民

に教 え， 父 と子 と聖 霊 との 名 によ って， 彼

らにバ プテ ス マ を施 」(マ タ イ28：19)す

よう に とい う抗 しがた い責 任 に，最 後 まで



忠実 で した。 そ して， ヤ コブ， ヨハ ネ と共

に こめ神 権 時代 に地 上 に戻 り，聖 なる神 権

を 回復 したの もペテロでした。その聖 な る神

権 の権 威 の下 にイ エ ス ・キ リス トの教会 は

この 末 日に組 織 され， 現 在 も同 じ権 威 の下

に活動 して い ます。 これ らの並 はず れ た働

きの ほか に も， ペ テロ は 多くの業 を成 し遂

げ ま したが， そのペ テ ロ もか つ ては 主 につ

まず いて 後悔 し， その後 ，悔 恨 の念 を乗 り

越 えて， 救 い主 が昇 天 され た後， その み業

を推 し進 め， また この神 権時 代 にお け る主

のみ 業の 回復 に参 加 したので した。

とこ ろで今 ，言 葉 や行 な いに よ って信仰

を否定 してい る 人が い るなら ば， そ の方 々

が ペ テ ロの例 か ら慰 め と決意 を得 るこ とが

で き る よう に と祈 ります。 神 の王 国 を築 く

た め に 自分 自身 を変 え，他 の 人々 の力 と信

仰 に皆 さ んの 力 と信仰 を加 え る とい う道 も

あ るの で す。

最 後 に， 私 の知 人 にう いて話 して終 わ り

た い と思 いま す。 彼は 教会 を愛 して育 っ た

の です が， 実業 家 として の道 を歩 む よう に

な 吃 野心 に取 りつか れ てか ら， 信 仰 を否

定 する よ うに な りま した。 彼 の生 活に は，

忠誠 心 らしき もの はほ とん ど見 られ な い よ

う にな りま した。 しか し， 幸 いに も深 み に

陥 らな い うち に静か な細 い声 の さ さや き を

聞 いた ので す。救 いへ と導 く 自責 の念が わ

き上 が り， 彼は 変 わ りま した。 そ して現 在

は， 卓越 した シオ ンの ス テー キ部 長 として，

ま た国 内は もとよ り世 界的 な一 流企 業 の ト

ップ役 員 として働 いて い ます。

教 会や 教会 の教 えか ら離れ て い る兄弟姉

妹 の皆 さん， 教会 は 皆 さん を必要 と して い

ます。 そ して 皆 さん に も教会 が必 要 です。

皆 さ んは， 理 解 あ る耳 を持 った 人が 多くい

る こと に気づ くで し ょう。 皆 さ んが 帰 り道
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を見つ け られ るよ うに助 けて くれ る人 は大

勢 います。 皆 さんの心 を温 めて くれ る人 も

い ます。 そ こ には苦 しみ の涙 では な く， 喜

びの涙 が あ る ことで し ょう。

主 がみ た まの 力.によ って皆 さん の心 を動

か し， その望 みが さ ら に強め られ ます よ う

に。 また 主が 皆 さ ん の決 意 を 強 め て 下 さ

い ます よう に。 皆 さ んが心 の 中で 真実 であ

る と分 か って い る とこ ろに帰 る時 に，皆 さ

ん の喜 び が満 ち あふれ ，心 の和 み と満 足感

が あ ります よ うに。

ホームテ ィーチ ヤーヘの提案

o強 調点

ホームティーチングのレッスンで以下の

点を示すとよい。

1.

2.

3.

4.

気高い目的を持ち続ける。

義にかなった働きによって主への愛を

示す。

信仰をもって王国建設のために働く。

私たちは生活を改善できるということ

を覚える。

O話 し合いのために
/。

2.

3.

天父の霊の息子，娘としての可能性に

到達することの大切さについて自分の

気持ちを述べる。家族にもそれぞれの

気持ちを話してもらう。

このメッ'セージの中に，家族で読んだ

り話し合ったりするのによい聖句や言

葉はないだろうか。

訪問する前に家長と話し合っておくと，

この話し合いをより充実したものにで

きるのではないだろうか。「終わりまで

耐えること」について，定員会指導者

や監督から家長にあてられたメッセー

ジはないだろうか。
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正齢 「

主のみ名

を受ける
アー デ ス ・G・カ ップ

霧 識

購 、辮 　

めい

何
年 か前 の初春 に， 私 は小 さ い姪 の手

け い リトレつ

を 引い て， 高い 木 がお い茂 る渓 流 の

岩 場 を伝 って， 幾 時間 も歩い た こ とが あ り

ます。 次 は どこへ 足 を運 んだ らいいか と，

一 歩一 歩
， 転 ば ない よ うにバ ラ ンス を取 り

なが ら岩場 を進 む ， それ は まるで ダン スの

ようで した。 その ダン スに，音 をた てて 流

れ る渓流 が伴 奏 を添 えて くれ て い ました。

しば らくす る と， 目の 前 に草原 が開 け ま

した。 切 り倒 され たばか りの大 き な綿 の木

が あち こ ちに転 が って い ま した。 私 は姪 が

そ の木 を踏 み越 え てい け るよ うに， 手 をつ

な いで高 い草木 の 中を進 ん で行 き ま した。

春 を待 ちか ね た よう に， 土 の 中か ら顔 を の

ぞ かせ て いる若 芽 もあ りま した。 また 山 の

頂 には根 雪 が 見え ま した。 自然界 のす べ て

の もの が， 神 の創造 の 業 を証 し，私 た ち に

対 す る神 の限 りない愛 を示 してい る よう に
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思 え ま した。

私 たち の午 後の 活動 は， 夕暮 れ の そ よ風

が そ の 日の終 わ りを告 げ る まで続 き ま した。

我 が 家 に通 じる細 い坂 道 に近 づ くと，私

は姪 の手 を離 して 先 に行 かせ よ う とし ま し

た が，私 たち の手 は しば ら くつな がれ た ま

まで した。 そ の 日， 冒険 の間 中一 緒 だ った

ふ た りの手 は， 何 か 目に 見え ない 力 で強 く

っ な ぎ合 わされ た よ うで した。

家 の そ ばの空 地 に 入る手 前 で，私 たち は

足 を止 め ま した。私 はか がん で姪 の シ ェ リ

ー を抱 き上 げ
， こま ど りが 木 の枝 に作 っ たr

巣 を見せ て や りま し た。

思 い 出で一 杯 の この 日の終わ りに， シ ェ

リーが 眠 くな らな い うち に， 私 た ちは ひ ざ

まず い て祈 りを捧 げ ま した。 シ ェ リー は渓

谷や すべ りやす い岩 ，大 きな木 ， こ まど り

の巣 の こ とを感 謝 し まし た。 私 もその よ う

な祝 福 に対 す る感謝 の思 いを新 た に しなが

ら， 姪 に毛布 をか けて や り， お やす み のキ

ス を しま した。 姪 は私 の首 に手 を 回 して 引

き寄 せ， こう ささ やき ま した。「私 たち同 じ

家族 だ とい いの にね。」

「シェ リー，私 た ち は同 じ家族 よ。」私 は

と っさ にそ う説 明 し ました。

「そ う じゃな いの
，本 当 の家族 って い う

意 味 よ。 私 の名字 は ラ ーセ ンだ し， おば さ

んは カ ップで ，同 じじゃないわ。私 が 言 って

いる のは， も しおば さん が私 の お姉 さん で，

ま った く同 じ名字 だ った らって い うこ と。」

姪 は まだ小 さ か ったの です が， 私 は何 ら

か の形 で 永遠 の真理 に 目覚 め させ る ことが

で きれ ば， 私 たち が永遠 にひ とつ の家族 で

あ る こ とを知 って安 心 す るだ ろう と思 いま

した。

「シ ェ リー
， 私 た ちは本 当 にま った く同

じ家 族 な のよ。 私 た ちは， みん な天 のお 父

様 の子供 なの。 そ して みん なで ひ とつの大

き な家族 を作 って い るの よ。 私 た ちには お

兄 さん や お姉 さん， それ に弟 や妹 が いる わ。

イ エ ス様 が一 番 上 のお兄 さ んな の よ。」

「それ じゃ
， イ エ ス様 は何 て い う名字 な

の?」

「シェ リー
，救 い主 の ことを イエ ス ・キ

リス トって 言 うで しょう。」姪 は無邪 気 に，

それ じゃみ ん なが 自分の 名前 に 「キ リス ト」

って い う名字 をつけ な くち ゃね な どと言 い

出 し ました。

「それ は違 うの よ。 その よ うな名前 はつ

け られ ない の。」

「どう して いけな いの?」 姪 は しつ こ く

聞い て き ました。

私 は救 い主 と私 た ちの つ なが りが聖 な る

もの であ る こ とを知 って もらい た くて， こ

う説 明 しま した。「きっと，私 た ちは時 々 い

けな い こ とを して しま うか らで はな いか し

ら。 その 名前 を うけ る には， ま だ、ζ・さわ し

くな いか らよ。」

す る と姪 は 片 ひ じをつ いて体 を起 こ しま

した。 「お ば さ ん は どん な悪 い こ とを して

いる の?ど う してそ れ をやめ な いの?や め

れ ば私 た ちは み んな ひ とつの 家族 に なれ る
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の?そ してみ ん なイ エス様 の名 字 で呼 ばれ

る よう にな るのね。」

私 は姪 の この単 純 明快 な質 間 に何 と答 え

て いいの か考 え て しまい ま した。 こ の言葉

は， まる で初 め て聞 いた かの よ うに， 私 の

心 に入 って きた ので す。 つ い2日 前 に聖餐

会 に出席 して 聞 いて いる はず の言葉 なの に。

これ まで何 度 とな くこの耳 で 聞 いて きま し

たが， この時 ばか りは違 っ た響 きが感 じ ら

れ ま した。 まる で全 身全霊 で 聞 いた よ うな

思 いで した。「喜 び て御子 の御名 を受 け，御
い ま

子 を常 に忘 れ ず， ま たそ の下 した まえる誠
しめ
命 を守 るこ とを ……」(教 義 と聖約20：77)

聖 な るみ名 を その 身に受 け， 御子 を常 に

忘 れ ず にそ の戒 めを守 る こ と， これ がベ ッ

ドの 中で私 たち が話 して い たこ とで はな い

で し ょうか。

シ ェリー はこ の時 の説 明で よ く理 解 し，

満足 した よ うで した。 私 は，御 子 の み名 を

受 け る とい う誓約 を毎 週新 たにす る聖 な る

儀 式 につ い て， も っと深 く理解 した い もの

だ と長 年思 って き ました。 普通 聖 餐式 は 日

曜 日に行 なわ れ ます が， それ は平 日の行 な

い に どの よ うに かか わ って くる ので し ょう

か。 また， これ 儲子供 にと って，青 少年 あ

る いは大 人 に とって どの よ うな意 味 があ る

ので しょうか。 それ は私 た ちの生 活 に どの

よ うな影響 を もた らすの で し ょうか。 この

聖 なる儀 式 を受 け身 の態度 で考 え， 単 な る

習慣 と して よいの で し ょうか。

イ エ ス ・キ リス トは 「世 の た め十字 架 に

附 け られ，世 の罪 を 負い，世 を聖 く し， あ
きよ

らゆ る不義 を潔 め …… あ らゆ る もの を彼 に

よ りて 救 わん ため」(教 義 と聖 約76：41-

42)に ，世 に下 って来 られ ました。

私 たち には 自分 で 自分 の罪 を贈 う こ とは

で き ませ ん。私 た ちの 罪 を贈 うた め に犠牲

に な り命 を捧 げ られた の はキ リス トで した。

繕
私たちには自分で自分の罪を

贋うことはできません。

私たちの罪を贋うために

犠牲になり命を捧げられたのは

キリストでした。

辮

キ リス トが 人 の理解 をは るか に越 え た苦 し

み を受 け られ たの は ゲッ セマ ネの 園 にお い

て です。 私 た ちの 罪の 重 さが キ リス トに，
あな

あ ら ゆる毛 の孔 よ り血 を湧 かせ ， 身 と霊 と
ふた

両つ なが ら を苦 しめ るほ どの痛 苦 と悲 痛 を

味わ わ せ たの です。 み た まの賜 によ って ゲ

ッセ マネ の園 のキ リス トを思 い浮か べ る な

ら， 苦 しみ なが らも 自分の 罪 と闘 い， それ

を克 服 する 力 を私 たち 人間 に与 えて下 さ る

の は， 神 の 偉大 な愛であることが分か ります。

私 たち には この よ うな愛 を理 解 す るこ と

が で きな いの で し ょうか。 私 たちが 自ら の
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本 分 を尽 くす な ら，私 た ち を罪か ら腰 って

ふ さわ しい者 とし，救 い と昇栄 にあず か る

者 とす る， これが 主 の購 いの業 で す。

それ で は，私 た ちの 本分 とは何 で し ょう。

自らの 罪 を悔 い改 めて バ プテ スマ を受 け，

聖霊 を受 けて すべ ての 戒 め に従 い， キ リス

トの贈 い を受 け入 れ る ことで す。

「わ れ らは
， キ リス トの贈 罪 によ り， す

べ ての 人類 は，福 音 の お きて と儀 式 とを守

る こ とに よ りて救 われ得 る と信 ず 。」(信 仰

箇条 第3条)

バ プ テ スマ を受 けて主 の教 会 の会 員 と な

っ た時 に，私 たち は救 い主 のみ名 を受 ける

と い う 誓約 を主 と 交 わ し ま した。 私 たち

はバ プ テ スマの 時 の誓約 を毎 日覚 え， 人生

にお け る この大切 な出来 事 を念頭 にお きな

が ら，心 か ら した い と思 ってい る こと を行

な って いる で し ょうか。

私 もシ ェ リー も， そ して教 会 に集 うす べ

ての 人が ，救 い主 の 賄 いを思 い起 こさせ て

くれ る聖 な る神 権 の儀 式 であ る聖 餐 を受 け

てい ます。 聖 餐 を受 け るこ とで私 た ちは 日

日昇栄 に向か って進 歩す る こ との 大切 さ を

心 に留 め る こ とが で き ます。 これ は尊 い聖

なる記 念 の儀 式で す。 日曜 日に限 らず， 月

曜 日も火 曜 日も水 曜 日も，1年 を通 じて，

そ して人生 の 山 にあ る時 も谷 にあ る時 も，

私 た ちに主 の贈 い を思 い 出さ せて くれ る も

の で す。 救 い主 が私 たち を心 か ら愛 して下

さ っ てい るこ とは， シ ェ リー に とって も，

私 た ちに とっ て も疑 う余 地 の ない事 実 です。

神 の御 子 につい ては ア ルマ7：11二12に

こう記 さ れて い ます。

「この 男の子 は世 の 中へ 出 て苦 難 とあ ら

ゆ る誘 惑 であ る試 み とを受 け た もう。 … …

こ の方 が 自分 でそ の民 の苦 しみ と病 い とを

引 き受 け る… …

・ま た肉体 を もつ者 として慈 悲 の心 に

富 みた ま い， 虚 弱の 度 に応 じて その民 を救

う方 法 を知 る ため に民 と同 じ く虚 弱 を受 け

た もう。J

マ リオ ン ・G・ ロムニ ー副 管長 の話 を聞

いて， 聖 餐 を受 け ると いう こ とに対 す る私

の 考 え方 は変 わ りまし た。 ロムニ ー副管 長

は こう述 べ てい ます。

「さて
， 聖 餐 にあ ずか る時 だが， た だ受

け る だけ の消極 的 な気 持 ちで 臨む よ うであ

って はな らない。 単 なる歴 史 的な事 実 と し
とら

て しか イエ スの死 を 捉え られ ない な らば，

イエ スの苦 難 や死 を思 い起 こす ことは でき

ない だろ う。聖 餐 の儀 式 は極 めて重 要で あ

り， 霊 的 な体 験 を味 わう もの でな ければ な

らな い。・この こ とにつ い て， 救 い主 は こう

言 われ た。 『…… さ らば，汝 ら は この 儀 式

によ りて たえ ずわ れ を記念 す る と言 う証 明

を御 父に なす を得 ん。』(III二 一フ ァイ18：

4-9参 照)

何 か を証 明 する た めには， 心 を働 かせ，

証 明 しよ う とする もの に心 を集 中させ なけ

れ ば なら ない。 私 た ちは聖餐 を受 け る時 に

腰 い主 の こと を記念 し，御 子 を常 に忘れ な

い ことを証 明するだけでな く，喜 ん で御子 の
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み名 を受 け， そ の戒 め を守 るこ とを御 父 に

証 明す るこ と も忘 れ ては な らな い。 今 日世

の中 には，聖 餐 のパ ンと水 が， イエ スの 肉

と血 に変 わ る と教 える教義 が あ るが， 私 た

ちに はこの よ うな教 え はな い。 なぜ な ら，

聖 餐の儀 式 に よって もた らされ るい かな る

変化 も， 聖 餐の 意義 をよ く理 解 して受 ける

人の心の 中で 起 こる もの だ とい うこ とを知

ってい るか らで あ る。 そ の よう な人 こそ，

最 も驚 くべ き方法 で心 に感動 を覚 え るの で

ある。 それ は， 彼 らに主 のみ た まが与 え ら

れ るか らであ る。」(lnConferenceReport

「大会報 告」1946年4月 ，p。47)

兄弟姉 妹 の皆 さん， 自分 はふ さわ しくな

い，主 の聖 な るみ名 を受 け る資格 が な い，

あ ま りに不 完全 過 ぎる な どと感 じた り， ま

た 肉体が 弱か った り， あ るい は将 来の 自分

の姿 を考 えて霊 が 沈ん で いる よう な時， 私

たちは消 極的 な気持 ちに な り， 自分 が ふ さ

わ し くなる まで救 い主 との聖 なる交 わ りは

控 えた ほ うが よいの で は と考 えた りす る も

ので す。 しか し， 自分が ふ さわ しくな いの

で は と思 う時で も， また 自分が 変わ って い

な くて も， 主の腰 いの偉 大 な賜 は， 私 たち

の 前 に再 び 差 し 出され るの です。 消 極 的 な

気持 ちに なっ た時の あ なた は， 主 に心 を向

け て いる で し ょうか 。主 の み こ ころ に逆 ら

わ ず に従 おう と して い るで し ょ うか。

、ζ・さ わ しく なろ う と努 力 し励 む時 に， 私

た ち の 霊 は 真 の 謙 遜 さ と感 謝 する心 を持

つ よ うにな ります。 そ して， そ れ だけ強 く

望 ん で いる ので すか ら， そ の賜 を受 け るた

め の よ りよい備 え もで きて い るはず です。

実際 ，永 遠 の報 い を受 け よう とい うので あ

れ ば， そ うしな けれ ば な らない ので す。

聖 餐 の誓 約 はいつ もその効 力 を有 して い

ます。 この 賜は ，本 来 の 目的の ため に使 え

るよ う私 たちが 備 え をす る時 に，一 層 貴 い

もの とな りま す。 今 私 は シェ リー に向か っ

て こ う言 いた い と思 い ます。 「そうね，私 の

名 前 に救 い主 の名 前 を付 け 加 え まし ょう」

と。 私 た ち にそれ がで き る と主 は 言 って お

られ ます。 また そうす る よう主 は望 ん で お

られ ます。 主 は私 た ちが快 く主 の み名 を受

ける こ とを願 って お られ るの です。

私 たち が心 か ら求 める 時 に， この聖 な る

賜 が私 た ちの心 に しみわ た り， 私 た ちは そ

れ を 本来 の 目的 のた め に使 うこ とが でき ま

す。

私 た ちは義 に飢え渇 い た心 で聖 餐 式 に臨

まな けれ ば な りませ ん。 聖 餐 式 は 自己評価
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の場 であ り，進 む べ き道 の修正 をす る時 で

あ り， 必要 とあ らば生 活 を改 める 決心 を す

る 時 で もあ ります。 また， 自 らを省 みて，

神 が賜 わ った聖 な る賦 い の意 味 をか み しめ，

何 を なす に も神 の み た まの導 きが得 られ る

こ との素 晴 らし さを さ らに よく理解 する場

な の です。

徐 々 に霊 的 に高 い段 階 に進 んで い くにつ

れ， 私 た ちは前 世 で 同意 した こ と， す な わ

ち神 の 計画 の下 ， すべ て の人 に救 い と永遠

の生 命 を もた らす た めに協 力 する という約

束 を実行 す る よ うに な ります。

みた まが常 に 自分 と共 にい る よう にな る

と， 私 た ちの生 活 は大 き く変わ って きて，

言葉 遣 い や 日課 に も， ま た車 を運転 して い

る時 や買 い物 を して いる 時に もみ た まの導

きが得 られ る よ うに な ります。 や が て， 私

た ち の行 ない か ら利 已的 な ところ が な くな

り， 人々 と も思 い や り と理解 の心 を もって

接 す るこ とが でき る よう にな りま す。 ま た

奉仕 した い とい う気持 ちが 強 ま り， いつ し

か善 をな して いる 自分 に気 づ くよ う にな る

で しょ う。 そ して， 私 た ちは神 の み名 だ け

で な く神 のみ姿 を も自分 の 身 に受 け られ る

よう にな るの です。(ア ル マ5：14参 照)

この よ うな こ とは，昔 か ら行 な われ て き

た こ とです。 キ リス トの時代 に もあ りま し

た。 キ リス トと ごく親 しく交 わ る こ とがで

き たの はわ ずか な 人で した が， 最初 の弟 子

た ちは次 第 に思 い や りの心 と理 解 を深 め，

霊的 に成 長 して 大 き な力 と影 響 力 を持つ よ

う に な りま した。

パ ウロ の場 合 は， もっ と劇 的 な過程 を踏

ん で います。 ダマ ス コヘ 向 か う途 中で， パ

ウ ロは救 い主 に会 い ました。 そして その 時

か ら， 彼 の言動 ，歩 み， 生涯 は 大 き く変 わ

っ たの です。

私 た ちは こ のよ うな 出会 い を， そ れほ ど

劇 的 で な いに して も， 自分 自身 の人生 に お

い て経験 して いる で しょ うか。 こ う した 出

会 いの 時 に， 私 た ちは そ こに奇 跡 を見る こ

とが で き ます。 奇跡 を も っと よく理解 し，

それ を体 験 す るこ と もで きます。 救 い主 が

私 たち を ご覧 にな る時 の ような 目で私 た ち

が互 い を見 るようになれば，生 活 は変わ って

い くで し ょう。 主が私 たち に教 え られ た よ

う に，互 い に教 え合 い たい と思 う ように な

るで しょ う。 また， 主が証 され た ことを互

い に証 し合 え るよ う に霊性 を高 めた い と思

うで し ょう。 そ して 私 たちが 集 った時 に は，

こ うい う言葉 が 聞か れ る よう になる で しょ

う。 「私 た ちは言 葉 のや り取 りをする ので は

な く，心 と心 を通 わ せ 合 うの だ。」 この よ

う な関係 は友 人や愛 す る人々 だ け に限 らず ，

その 人 の永遠 の 幸福 に関 して 私 たち が何 が

しか の責 任 を負 うす べて の 人々 との 間に も

広 が って いく よう にな るで し ょう。 そ して，

みた まに よって， 世 の 人の見 方 では な く神

が御 覧 にな る よう な見方 で物事 を見 るこ と

が で きる よう にな るの です。

ロム ニー 副管 長 は，教 会 の責任 か ら解 か

れ た姉妹 た ち に向か うて こう述 べて います。
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「皆 さ んに主 の助 け があ っ て，毎 日を主 の

み た まと共 に送 る こ とが で き るよ う祈 って

や ま ない。主 のみ声 を聴 い て それ に応 え ら

れ る よう，生 活 を整 え， 知 恵 を求 める こ と

は，素 晴 ら しい ことで あ る。 そ うする 時 に，

生 活 に慰め が もた らさ れ る。 …… みた まの

声 をよ く聴 き， み た まが何 を伝 えよ う とし

て いるの か識別 す る力 を得 るよ うに。 そ し

て， その勧 め に 勇気 を持 って従 いな さい。」

ここ で， 隣 の家 にい る兄 弟姉 妹 や， 近 く

にいる 人， 道 を 隔て た所 に いる 人， ず っ と

遠 く にいる 人の こ とを考 え て下 さ い。 救 い

主 が その人 の中 に見 る もの を， あ なた も見

いだ そう と して い ます か。 その 人 の重荷 を

軽 くし， 心 を明 る く し， 理解 力 を深 め， あ

るい は また希 望 を抱 か せ るよ うな もの を，

救 い主 な ら こう され る という よ うな方沫 で

分 か ち合 お うと思 い ますか。 この よ うな こ

とが でき ます か。 しよ うと思 って い ますか 。

聖餐 を受 け て誓 約 を新 た にす る機会 が毎

週 与 え られて い ます が，私 たち はこれ らを

通 して心 の 中に， 力 が増 し加 え られ，望 み

や 人の ため に何 か しよ う という決 意 が強 く

な って い くのを感 じる こ とが で きる で し ょ

うか。 あな たは 真理 とは何 かを真 剣 に考 え，

人に教 え られ る事 柄 につ い て 自分 な りの証

を持 ち， 救 い主 の導 き を得 て それ を見知 ら

ぬ人で あ ろう と兄弟姉 妹 で あ ろ うと 自分 の

隣 人 に教 え よう と思 って いるで し ょうか。

これ を真 剣 に行 なお う とす る時， ほ のぼ

の と した温 か い思 いが心 を満 たす こ とで し

よ う。 声 は和 らぎ， 心 は和 み， 思 い や りの

心 が育 まれ， ち ょ うど主 のみ 名 に よって 仕

えて い る時 の ような みた ま を感 じ るこ とで

しょう。 これ こそ霊 的 な経験 で あ り， 私 た

ちが切 望 す る もので す。 主 を忘 れず， 主の

み た まを 内に と どめよ う とす る時 に，私 た

ち は この こ とを経験 す る こ とがで きる ので

す。

編
みたまが常に

自分と共にいるようになると，

私たちの生活は

大きく変わってきて，
・いつしか善をなしている

目分に気づくように

なるでしよう。

轡

私 た ちは 人々 に手 を差 し伸 べ て こそ， 主

の み名 を受 け る にふさ わ しい者 とな ります。

そ して それ は， 私 た ちの 日常 の生 活や 日々

の家事 の 中で， また親 しい 人々 との交 わ り

の中 で実現 され るの です。

私 た ちは教 会 にい る時 も， バ ス に乗 って

い る時 も， 買い 物 を してい る時 も， 教室 に

い る時 も， そ して家 に いる 時は 特 に，主 と

同 じ立 場 に立 って互 いを見 る よ うに努 力 し
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よ うでは あ りませ ん か。 相 手 の 限 りな い可

能 性 を認 め， 機会 を とらえて 永遠 の 真理 を

分か ち合 うよ うに した い もの で す。 そ の真

理は ，や がて み た まの ささ や きに よ って個

人的 な証 とな って い くで し ょう.救 い主 は

そ の生涯 の 終わ りに 当た って， 私 た ちの た

め に苦 しみ を受 け なが ら， 主 の弟子 とな る

に は どう した らよ いか を教 え られ ま した。

「わ た しは
，新 しい い ましめ を あな たが

た に与 える， 互 に愛 し合 い な さい。 わ た し

があ な たが た を愛 した よ うに， あ なたが た

も互 に愛 し合 い な さい。

互 に愛 し合 うな らば， それ によ って， あ

なた がた が わた しの 弟子 で ある こ とを， す

べて の者 が認 め るで あ ろ う。」(ヨ ハ ネ13：

34-35)

主 のみ 名 を受 け る と， 私 たち の行 ない の

一つ 一つ が主 に対す る決 意の 現 われ とな り

ます。 また， 完 成 を 目指 して 努 力 した 比 も

かか わ らず， 思 う よう にいか なか った と し

て も， 安 息 日と聖 餐 の儀 式の 時が 近 づ くに

つれ， か つて なか っ たほ ど に深 い感謝 の 念

を持 って， 真 剣か つ 熱心 に 自分 を見つ め る

よ うにな るで しょう。 そ して聖 餐 を受 け る

こ ξによ って心 の 変化 を感 じ， 傷 っ いた霊
いや

を癒 して， 再 び主 に従 っ て行 こ うと いう決

意 を する こ とが で き るの です。

新 た な1日 ，新 た な1週 間 ，新 た な機 会

に臨 む度 に， 私 た ちは も っと深 く感 じ取 り，

も っ と真 剣 に心 を配 り， もっ と愛 を もって

理 解 し， もっ と 目的 を も って教 え， いつ も

主 を忘 れ ず に主 のみ た まが共 に ある よう積

極 的 に求 め る よう にな るで し ょう。

何年 か 前 のあ の夜， シ ェ リー の小 さな手

を き ゅっ と握 った後 で そ っと部 屋 を出る 時，

私 は心 に感 謝 の念 と敬慶 な思 いが込 み上 げ

て くるの を感 じま した。 手 をつ な いで午 後

の 間ず っ と一緒 に漢 谷を歩 き， 木 を踏み 越

え， 抱 き上 げ て こま ど りの 巣の 中 にあ る開

きか けた生 命 の奇跡 を見せ て あげ たその子

の お 陰で， 私 は偉 大 な.る永遠 の真理 を さ ら

に深 く探求 し， 理解 しよ う とい う気持 ちに

な りま した。 ベ ン ジャ ミン王 は こう説 明 し

て い ます。

「お前 た ちの結 ん だ誓 約の た めに お前 た

ちは キ リス トの子 と呼 ばれ， キ リス トの息

子 や娘 と呼 ばれ る。 それ は今 日キ リス トが

お前 た ちの精 神 を新 に生 み た もうたか らで

あ る。 お 前 た ちはキ リス トの 御名 を信 ず る

か ら 自分 の心 が 改 ま った と言 う。従 って，

お前 た ちは キ リス トに よ り生 れ てそ の息子

や娘 とな った。」(モ ーサ ヤ5：7)

私 たち は皆 ひ とつ の 家族 の一 員 であ るこ

とを忘 れ ない よ うに しま し ょう。 道 に外れ

た こ とを して いる 時 には， シェ リーが私 に

「ど う して それ を やめ な いの?」 と尋ね た

こ と を もう一 度 よ く考 えて下 さい。 心 を改

め る とい うこ とは いつ も簡単 にで きる もの

で は ないか もしれ ませ ん。 で も，主 の助 け

が あれ ば必 ず でき るの です。
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神様 の愛
モー リン ・デ リク ・キ ー ラ ー

メ轡 鋒饗 …嚢警，

， こ数年 間，神 様 の愛 を伝 える聖典 は

」 私 に とって特 別 な意 味 を持 っ てい ま

した。 な ぜな ら， そ こに は美 しい言葉 で真

実 が表 現 され てお り， 折 にふ れ，私 の考 え

や 気持 ち に様 々 な影 響 を与 え て くれ たか ら

で した。 しか し何 よ り も大切 な こ とは，聖

典 が私 の生 活 の 中の霊 的 な出 来事 に かか わ

りを持 って いる こ とが分 か り， その ため に

聖典 に心 を引 かれ て い っ

た ことで した。

忙 し い休 暇 シー ズン 中

のあ る晩 の こ と， こん な・

経 験 を し ました。 私 は次

の 日曜 日にす る聖 餐 会の

お話 の ため に，大 あ わて

で お話 の主 旨 を強 く訴 え

る聖 句 を探 して い ま した。

親 戚 が家 に訪 ね て くる こ

と，休 暇 の準 備 が まだ整

っ てい な いこ と， 家 の 中

が散 らか って いる こ とな

どを考 え る と頭 が混 乱 し

て きて， こん なに忙 しい

時 に，どうして監 督 に 「お

引 き受 け します 」.などと言 って しまうた の

か と後悔 しま した。 私 は しば ら くの 間い た

ず ら にペー ジをめ く って いま したが， つ い

に 二一 フ ァイ 第一書 の 第三1章を見つ け まし

た。 そこ には， 救 い主 の降 誕 と地球 での伝

道 につ い て二 一フ ァイが受 け た素晴 らしい

示現 が詳 し く書 か れて い ま した。 ど ういう

わ けか， 以 前 に この啓示 を読 んだ時 には特

.に何 も感 じなか ったの に，

そ の晩 に限 って この聖 句

が強 く私 の胸 を打 ちま し

た。 二 一フ ァイは喜 び に

満 ち， こ う記 して います。

「天使 が私 に 『神 の子

羊， まこ とに永遠 の 父な

る神 の御 子 を見 よ， 汝は

父 の見 た木 の意 味 を知 っ
おう

て い るか』 と仰 せ になる

か ら，

私 は さ よ う， そ の木は

神 の愛 で あ って人 の心 を

あ まね くうる おす もので

あ るか ら， どんな もの よ
このまし

り も好 い もの であ る と答

◎ProvidenceLithographCompany
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える と，

天使 は 『そ うであ る それは心 に とっ て最

も喜 ば しい もの で ある』， と言 っ」 た。(1

二 一フ ァイ11：21-23)

その言葉 は まる で生 まれ て初 め て発 見 し

た宝物 の よ うで した。 リーハ イの見 た白 い

実 のな る木の意 味 が初 め ては っ き りと分か

ったので す。 こ の上 な く甘 い木の実 は，神

様 が持 ちた も う， 人 を感化 せ ず には おか な

い優 しい愛 を表 わ してい ま した。

こう して私 は お話 の テー マを 見つ け ただ

けで な く， それ か ら数 日間 の忙 しい生活 を

乗 り切 る 力 も得 る こ とが で き たの です。 お

客が 詰め掛 け て きて店 は忙 しく， レジは鳴

りっぱ な しで したが， そ んな こ とは気 に も

な りませ んで した。 私 の心 は神 様 の愛 で再

び温か くな り，強 くな ってい ま した。

しか し， この 「真 夜中 の探 求」 が もた ら

した最 大の成 果 は，過 去 の大切 な思 い 出の

ひ とつ が心 の 中に よみが えって き た とい う

ことです。神 の愛 を 自分 の手 で 見 いだ し た

時 の思 い出で す。

その頃， 私 は20代 後半 で独 身で したが，

それま での 人生 を振 り返 って みて何 か大 き

な変化 を求 めて い ました。 そ して い やな誕

生 日が 来 ると， ず いぶん年 を取 って し ま っ

たという気持 ちにな り，独 身の教会 員 の大半

が そうであるように，私はある大切 な 目標 を

逸 して しま った と感 じて いま した。 私 は主

か らは っき り とした導 き を受 けた い と思 い，

生 まれ て初め て神権 指 導者 に祝 福 を して く

れ る よう頼み ました。 彼 は， 断 食を して 準

備 しますか らあ なた も断 食 して下 さい と言

い ました。 その よ うに して， まば ゆい よう

なあ る 日曜 日の早 朝 に私 た ちは会 いま した。

彼 が祝福 の言葉 を述 べて い る間， 私 は問

題 の答 えと解決 法 を見 い だそ う と して， じ

っと耳 を澄 ませて い ま した。 しか しその祝

福 を聞 いて私 は肩 を落 とし ました。 賢 明 に
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も， 主 は私 をつ き離 し， 自分 で道 を見 い だ

す よ う にと言 われ た ので す。 しか し主 は，

その代 わ りに私 が 本 当 に必 要 だ った もの，

っ ま り神様 は私 を愛 して下 さ ってい る とい

う疑 い よ うのな い証 を与 え て下 さい ま した。

その祝 福 の 言葉 を聞 い て，私 は神 様 が私 の

生活 や様 々 な問 題 をは っ き りと御 存 じだ っ

た こ とが分 か りました。 神 様が 私 に いつ も

力 を与 え て下 さ った こ とが具 体 的 に心 に よ

み が え って くる たび に， みた ま はそ の一つ

一 つ が真実 で あ るこ とを教 えて くれ ま した。

そ して私 の体 の ど こか奥 深 い所 か ら愛 と感

謝 が わ き上 が って きて，心 に満 ちあ ふれ ま

した。 私 は生 まれて 初 めて神 様 の愛 を実 感

し， 真心 か ら， 私 自身 の愛 で それ に応 えた

の で した。

私 はこ の経験 か ら得 た もの につ いて， し

ば しば考 え ま した。 神様 の愛 を知 る こ とが

ど うして こ う も私 の 人生 に不 変 の力 を与 え

て くれ るので しょ うか。不 思議 な こ とに，

神 様 は とて も近 く にい ら っし ゃって， 人 に

言 えな い悲 しみ や恐 れ や，真 夜 中 にふ とわ

き起 こる 困惑 さえ も何か ら何 まで みん な知

って いら っ しゃい ま した。私 は独 りぽ っ ち

で は なか った ので す。神 様 の愛 は私 の悩 み

を取 り除 いて くれ ま した。 また，私 が期 待

通 りに 自・分 の 目標 を達 成 で きなか った と し

て も， どの よ うな もので あれ 神様 の計 画 は，

私 の 計画 よ りも優 れ た もの であ る こと を教

え て くれ まし た。

私 が監 督 か ら聖 餐 会 で お話 をす る よう に

頼 まれ たの は， こ んな こ とがあ って 間 もな

くの、こ とで した。 私 は喜 ん で それ を引 き受

け， 集 会 の前 日までか か って 筋が通 って い

て知 的 で， 的 を得 た聖 句 と知 識で 入念 に裏

付 け たお話 を準備 しま した。

土 曜 日の夜 にな って監 督 か ら電 話 が あ り
さ さい

ま した。 彼 は どん な些 細な こ とで もみ た ま

の導 きを受 け てい る よう な人 で した。

會
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「あ なたが 明 日お話 なさ る時， 準備 した

お話 は しな いで下 さ い。心 が 語 る こと をそ

の まま話 して欲 しい ので す。」

「で も私 は 本 当 に素 晴 らしい お話 がで き

る よう に随 分 時間 をかけ たの で すが。」
がん

しか し彼は頑 と して言 い張 りました。「私

はあ なた の心 か らわ き出 る お話 を して いた

だき た いので す。」

私 は綿密 に準備 したお 話 をや め るの は気

が 進 み ません で した。 しか しみ た まの ささ

や きに耳 を傾 け てみ る と，は っき り した考

えが頭 に浮 か んで き ま した。 「神 さ ま の 愛

につ いて この 間得 た証 をす る べ き だ わ。」

しか しあ の よ うな個 人的 で神聖 な経験 を 多

くの 人々 の前 で話 す のは容 易 な こ とで はあ

りません。

私 は教 師 と してか な りの経 験 を持 っ てい

ま したが ， その 日曜 日は胸 の鼓動 を抑 えな

が ら説教壇 へ と歩 いて行 き ま した。私 は神

様 の 愛 を見 いだ した こ とを話 し始 め ま した。

そ して神様 の愛 を感 ず る時， いつ も味わ う・

温 か い気持 ちや信 頼 につ い て話 す時， 神様

の守 りと慰 め を表 わ した聖 句 の箇 所 を開 き

ま した。

「あ あ
， エル サ レム， エ ルサ レム ，預 言

者 たち を殺 し， お まえ につか わ され た 人々

を石 で打 ち殺 す者 よ。 ち ょう どめん ど りが

翼 の下 にひ な を集 め る よ うに， わ た しはお

ま えの子 らを幾 たび 集 め よう とし たこ とで

あ ろう。」(ル カ13：34)私 に とって こ の聖

句 は他 の どん な描 写 よ りも美 し く感 じられ，
そうめい

聡明 で優 しい神様 の愛 を教 えて くれ る もの

で した。

私 は， 神様 の愛 が 近づ きがた い もの では

な いこ と を如 実 に物 語 って い る素 晴 ら しい

聖 句 を もうひ とつ選 び ま した。

「われ に近 づ け
， さ らば われ 汝 ら に近 づ

か ん。熱 心 にわ れ を求 め よ。 さ らば， 汝 ら

われ を見 出さん。 求 め よ， さ らば与 え られ，
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叩 け よ， さ らば開 か るる こ とを得 ん。」(教

義 と聖 約88：63)

このお話 をす るの は，大 変 で した。 しか

し， 今 まで私 は何 回 もお話 を して き ました

が ， その お話 は， そ れ までの どの お話 よ り

もは るか に強 く私 自身や他 の 人々 の胸 を打

ちま した。 私 は， そ のお話 で 引用 した聖 句

が 美 しい とか 意味 深 い とか思 った こ とは一

度 もあ りませ んで した。 また， 私 は この時

ほ ど説 教壇 の上 か ら真 実 を語 って い るのだ

とい う強 い確信 を持 った こ と もあ りません

で した。

つ い最近 の ことで すが， 私 はモ ル モ ン経

の 中 に神様 の 愛が 力 強 く詩 的 に表 わ されて

いる箇 所 を また見 つ け るこ とがで き， うれ

しい経 験 を し ました。

「心 の 清 いすべ て の人 た ちよ
，頭 をあげ

て神 の楽 しい言葉 を受 け よ。 そ して あく ま

で神 の愛 を味 わ え。 あ なたた ちの心 が堅 固

で あ るな らば ， と こし えに この よう にす る

こ ともで き る。J(ヤ コブ3：2)私 は 「あ

くま で味 わ う」 とい う含蓄 の あ る言葉 に た

ち まちの う ち に引 き付 け られ て しま いま し

た。 ヤ コブ は この短 い言葉 で神 様 の愛 が比

類 な く深 い こ とを伝 え よ うと して い るので

す 。

私 は この ヤ コブ書 の聖 句 を20年 も前 か ら

読 ん でい ました。 で も， そ の 日はいつ に も

増 して， は るか に意義 深 い経 験 をす る こと

が で き ま したpこ の20年 の間 に， 経験 と啓

示 によ り私 は神様 の 愛が どの ような ものか

をた くさん学 ん だの です 。私 は神 様 の愛 は

豊 か で尽 き る こ とのな い もので あ るこ とを

知 りま した。 その愛 は， 飢 え渇 いた 人が探

し求 め るの で なけれ ば見 つ け るご とので き

な い もので す。 しか し， 心 が福音 にし っか

りと根 をお ろ して いさ えす れば， 私 たち は

そ の神様 の愛 を，・いつ まで も 「あ くまで味

わ」 う こ とがで き るの です。
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セブで見つ

けたもの

リチ ャ ー ド・M・ ロ ム ニ ー

ベ ン ジ ャ ミン ・ミサ ル ー チ ャ

ァ ベ リナ ・ミサル ーチ ャ

20

ミサルーチャー家は，中部フィリ

ピンのこの島に移ってきてから，今

までの生活に無かったものを見つけ

ることができました。

★ ★ ★

通
りでは， 車 の クラ ク シ ョンが鳴 り響

き， タク シー やバ スがひ しめ き合 っ

てい ま した。 ベ ン ジ ャ ミン ・ミサル ー チ ャ

は市場 に腰 をお ろ し， 車 が行 き来す るの を

見な が らパ ン カチ を取 り出 して額 の 汗 をぬ

ぐい ました。 彼 は そ こで妻 が早 く買 い物 を

終わ って くれ るの を待 って い ま した。 フ ィ

リピ ン特 有 の あの湿 度 の高 い暑 さ の 中で，

彼 は早 く家 に帰 って子供 たち とゆ っ く りし

たい と思 って い まし た。

その 時， 彼 の 目はふ と， そ の広場 を見下

ろす建物 の壁 に取 り付 け られ た看板 の上 に

とま りま した。「いか なる 成功 も家庭 の失 敗

を償 う ことは で きな い」看 板 に はそ う書 い

てあ り'ました。 彼は知 らず知 らずの う ちに

その 言葉 につ い て深 く考 え ，確 か にその 通

りだ と思 い ま した。

「当時 ，私 は まだ 若 く30歳 位 で，4人 の

子 供 が い まし た。 私 た ちは ど ちらか と言 え

ば， 他 のフ ィ リピン人 に比 べ恵 まれ た生 活

を して い ま したが， それ で も自分 の生活 に

満 足 して いたわ け では あ りませ ん で した。

私 は心 の 中で何 か もっ と他 の もの を捜 し求

め て いた ので す。」 そ う彼 は語 ってい ます。

看 板 に書 か れて い たの はデ ビッ ド ・O・

マ ッケ イ大 管長 の 言葉 で した が， それ を書

いた のが まさ か， 首都 の マニ ラ に住 んで い

た時 に3週 間 ほ ど話 し合 っ た ことの あ る同
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じモル モ ン教 会 の宣 教 師だ とは考 えて もみ

ませ ん で した。 彼 は また南部 の もうひ とつ

の大 き な町 ダバ オ で も， 二度 ほ ど長 老 た ち

の訪 問 を受 け たこ とが あ りま した。

ベ ンジ ャ ミン ・ミサ ルー チ ャは製 薬会 社

に務 め てい ま したが ， それ か らま た しば ら

くして， 中部 諸 島 のひ とつ に ある重要 な町

セ ブ市 に転勤 して きた ので す。 ミサル ーチ

ャ氏 と彼 の家 族 が 自分 たち の生 活 の中 に無

か った もの を見 い だす こ とに なっ たの は，

こ のセ ブ市 での こ とで した。

ミサ ルー チ ャー 家 は新 しい家 に胸 を 踊 ら

せ てい ま した。 セ ブ とその 周辺 は フ ィ リピ

ンの歴 史を語 る上 で非常 に重 要 な所 で す。

世 界一 周 を試 み た フ ェルデ ィナ ン ド ・マゼ

ラ ンが フ ィ リピ ンに初 めて キ リス ト教 を紹

介 した のが こ こで した。 マ ゼ ラ ンの木製 の

十 字架 と言 われ る もの が，今 なお町 の広 場

に立 っ てい ます。1565年 か ら1571年 に かけ

て， セ ブは スペ インの植 民地 の首 都 で， セ

ブ の住 民 は の ちに スペ イ ンか らの独 立戦 争

で重要 な役割 を果 た したの です。 第二次世

界大戦 の時 には 、 ゲ リラ行為 に対 する報 復

として， セ ブ市 は ほ とん ど全 市 にわ た って

破 壊 され て し まい ま した。 しか し港 だ けは

無 傷 の まま残 り， その後 町 は再建 され ま し

た。今 日， セブ は島 と島を結 、ζミ商業 や 国内

航 空便 の中心 地 で， 農業 に携 わ る 人，工 場

の労働 者 ， ビジネ スマ ンな ど様 々 な人 々が

生 活 してい ます。 ミサ ルー チ ャ家 の人 々は，

フ ィリピ ンな ら どこへ行 って も同 じ よう に，

セ ブの 人々 もとて も親 しみ やす く， 親切 な

こ とを知 りま した。

「フ ィリピ ン人 は もと もと親 しみや す い

人 々な んで す」 とベ ンジ ャ ミンの奥 さ んの
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アベ リナが語 って います。「家 族 の絆 もしっ

か り してい ます し，他 の人 々 と も親 し くし

て いま す。 共 にい ろい ろな経 験 を した り，

物質 的 な もの さえ も分か ち合 ってい ます。」

分 か ち合 いの精 神 が それ ほ どまで に浸透

して い る社会 にあ って， 特 に寛大 で親切 な

人 と して 目立 つ の は非常 に めず ら しい こと

です。 地 元 のPTA会 長 が ま さし くその良

い例 で した。 ミサ ルー チ ャ家 の 人々が 引 っ

越 して きた時 か ら， 彼女 は 彼 らが その新 し

い町 に慣 れ る こ とが で きる よ うに随分 と骨

折 って くれ ま した。やが て，ミサルーチャ氏

はPTAの 役 員 として奉 仕 す るこ とにな り

ま したが ，後 にな って 彼は そのPTA会 長

がモ ル モ ンの監督 の妻 であ る こと を知 りま

し た。 そ して彼 の教 会 に対 す る好 奇心 は ま

す ます深 ま っ てい きま した。

「あ る 日
， 私 は家 に 向か って 歩 いてい く

おふ た りを 見 か け， 走 り寄 っ て行 き ま し

た 」 と ミサル ーチ ャ氏は 言 って い ます。「私

は彼 の行 って いる教 会 を もっ と詳 しく知 り

た い と話 しま した。 す る と彼は ふ た りの素

晴 ら しい若者 を紹 介 す るか ら， その 人た ち

か ら聞 くよ う に と言 い ま した。」

その後 の10カ 月間， 長 老 た ちは ミサル ー
しげ

チ ャ家 を足繁 く訪 問 しま した。 ベ ン ジャ ミ

ン ・ミサル ー チ ャは，前 に別 の宣 教 師た ち

と会 っ た時 の こ とを話 して， 新 た に紹 介 さ

れ た長 老 た ち をよ く笑 わせ ま した。 それ は

そ の宣教 師 た ちにつ い て まだ あま り知 らな

かった時 の ことです。「彼 らは我 が家 の ドア

を ノ ック し， 私 に この家 の 主 人か どうか と

尋 ね て き ま した。 家 の雑 用 を して いた私 は

暑 さの ため 汗 だ くにな ってい たので，『いい

え，私 は ここ の掃 除 夫 です』 と答 えま した。
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それ は私 が いつ も家族 にふ ざ け て言 う言葉

で した が，彼 らは それ を真 に受 けたので すd

アベ リナ はいつ も彼 らのた め に冷 た い水

や ジュー ス， ケ ーキ そ して時 に は シオ パオ

(ソー セー ジや玉 子 の入 っ た半 焼 け の 白い

中華 風蒸 しパ ン)を 用 意 しま した。 当時，

子供 は5入 い ま した が，福 音 につい て ま じ

めな話 をす る前 は， よ く宣教 師 をか らか っ

た り， 冗談 を言 った りして楽 しんで い ま し

た。

「私 は まだ モル モ ン経 が信 じ られ なか っ

たの で，聖 書か ら答 えを得 た い と思 い ま し

た。彼 らは聖 書 の 中か ら私 に答 え を示 して

くれ ま した。 自分 自身 で さえ答 えられ な い

疑問 に， ど うして彼 らが適切 な答 え を与 え

て くれ るのか私 はす っか り当 惑 して し まい

ました。」ベ ン ジャ ミンは そ う語 って いま す。

少 しずつ で すが， 彼の 当惑 は理 解 へ と変 わ

ってい きま した。 宣教 師 た ちが，適 切 な 答

えを見い だす こ とが でき たの は，真 理 を知

ってい たか らな ので す。 彼 は家族 を集 め，

話 し合 いを持 ち ま した。

「この こ とに つい て
， 自分 で よ く祈 って

みて欲 しい 。」 彼 は妻 と子 供 た ち にそ う言

いま した。 次 の家族 会 議 で， 家族 全 員が 末

日聖 徒 にな りた い とい う気持 ち を表 わ し，

1978年4月29日 の土 曜 日に バプ テ スマ を受

けま した。

「私 た ちは会 員 にな って か らず っ と祝 福

を受 けて来 ま した。」 ミサルー チ ャ兄 弟 は そ

う語 って います。 彼 は保 険 会社 で働 き始 め ，

仕事 は順 調 に伸 び続 け て きました。「友 人 た

ちの 中に は私 に敵 意 を抱 く人 もい た こ とは

事実 です。 彼 らは私 に2年 以 内 に以 前行 っ

て いた教会 に戻 る よ うに忠告 し ま した。 で
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も私 は 真の 教会 ， キ リス トの教 会 を見 いだ

したの です。 家族 の 絆 は一 層強 ま りました.

子供 た ちは よ り しっか りと各 自の技 術 を伸

ば す よう にな り， 人々 の前 で恥 ず か しが ら

ず に話 せ る よう にもな りま した。私 には 自

分 が主 の道 を歩 ん で いる こ とが分 か りま し

た。」

現 在， ミサ ル ーチ ャー家 は セ ブ市郊 外 の

ラー グに あ るLDSス テ ー キ部 セ ンター か

らさほ ど遠 くな い明 るい 自塗 りのアパ ー ト

に住 んで い ます。 彼 らは セ ブ市 フ ィ リピ ン

ステ ーキ部 の， セブ市 第一 ワー ド部 の会 員

です。 現在45歳 の ミサル ー チ ャ兄 弟 は， 長

老定 員会 の会長 と ステー キ部 の音 楽委 員長

の責 任 を持 って いま す。 彼 の奥 さん は 日曜

学校 の教 師 と ステー キ部扶 助 協 会の 音楽指

導 者 です。 また21歳 にな る長 女 のベ ネッ ト

は ステ ーキ部 活動 委 員会 の委 員 長お よび扶

助 協 会の 社会 の教 師 を務 め てい ます。

19歳 にな る長 男の ベ ン ソンは， ステ ーキ

部 若 い 男性 の役 員で あ り，伝 道 に出る準 備

を して い ます。16歳 の娘 の ベ レ ンダは， ワ

ー ド部初 等協 会 の書 記 を して い ます。15歳

のベ ル ミンは， 教師 定 員会 の 第一副 会長 で ，

その 下 の妹 で12歳 のベ ン ジ ェ リンは，「私 た
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ちが み なお互 い に仲 良 くや って い るか ど う

か をチ ェックす る責 任」 を受 け て いま す。

物事 に関 して最 終 的 な決 断 を下 す の は ミ

サ ルー チ ャ兄弟 で すが， 家族 は それ ぞれ 自

分 の意 見 を述べ 合 います。「私 たち は子供 た

ちに 自由 に意見 を 言わ せ るよ うに して い る

ん です 」 と ミサ ルーチ ャ姉妹 は 話 して い ま

す。「何 か 問題 があ る と，私 た ちは それ を家

庭 の夕 べ で話 し合 い ます。 もちろ ん家 庭 の

夕べで は楽 しい こと もや ります。」

その 楽 しい こ との 中 には音楽 も入 る とベ

ン ジェリンは話 してい ま す。「家 には ソプ ラ

ノ， ア ル ト， テ ナー， バ スの 各パ ー トが い

るの で，歌 う時 には必 ず4部 合唱 で歌 いま

す。 それ に うち の者 のほ とん どはギ ター か

ピア ノあ る いは その両 方 を弾 くこ とがで き

るん です。」家 庭 の夕 べで は霊 的 な レッスン

も します し， ベ ル ミンが主 役 を演 じる， マ

ニ ラ神 殿建 設資 金獲得 の ため の ステー キ部

主 催 の演 劇 の練 習 をし た り， 健全 な映画 が

上 映 され て いれ ば町 へ 出かけ て映 画鑑賞 も

します。 また特別 な場 合 に は，家 族で 外 食

をす る こ と もあ ります。 「ぽ く た ち は お 米

や いか， トロ ピカ ルフ ルー ツみ たい なフ ィ

リピ ンで とれ る食べ 物 が好 きで す。 もち ろ

ん ピザ も大 好 きで す」 とベ ル ミンが言 って

い ます。

ミサ ルー チ ャ家 には， チー ムワ ークの精

神 が行 き渡 って います。「私 た ちは 各 自が そ

れ ぞれ 家 で仕事 を分担 して受 け持 って いま

す」とベ レ ンダは話 して いま す。「だか ら と

いっ て他 の 人の宿 題 を見 てあ げ なか った り

とい う ことで は，，あ りませ ん。」ホーム テ ィ

ーチ ン グの同僚 と して父親 と一 緒 に行動 し

聖徒 の道/1983年4月 号 23



●セブで見つけたもの

てい るベ ンソ ンは こ う話 して いま す。「ぽく

はお 父さ んの前 にいて も窮屈 に感 じた りは

しません。 友 だ ち と一 緒 の時 で もそ うで す。

ぽ くには お父 さん も友 だ ちな んで す。 ベ ネ

ッ トもそ うで す。 学校 で何 か いや な こ とが

あ って も， その こ とをベ ネッ トに聞 いて も

らえる し， よ く分 か って くれ る んで す。」

戦争 で ほ とん どの国 の記録 が失 わ れ て し

ま って い るに もか かわ らず， ミサ ルー チ ャ

家 で はほ とん ど4代 にわ たっ て系 図 を調 べ

終 え， さらヒ詳 しい資料 を入手 す るた め の

努 力 を続 けて い ます。 ベ ネ ッ トは よく墓 地

に出向 いて，墓 石 に刻 まれた 名前 や 日付 を

調べ ました。 ベ ン ジェ リ ンもベ ン ソ ンもそ

れ ぞれ の覚 えの書 を誇 りに して い ます。 ベ

レ ンダは， いつ もきち ん と 日記 をつ け てい

ます。 日記 に は，・自分 たち の地域 に近 々新

しい ステ ーキ部 が で きること，マニラに，も

う じき神殿 が建 つ こ と，両 親 が地域 大 会 に

行 って スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長

の話 を聞 い たこ とな どが記 さ れて い ます。

「私 は 自分 の気 持 ちや考 え，決 心 や経験 ，

自分 の した こ とな ど も記 す よう に して いま

す ……」

「それ に， 特 に大 好 きな 男の子 の こと も

ね!」 妹 が にこ りと しなが ら付 け加 え， み

んな を笑わ せ ます。

地 元の テ レ ビ局 の レポ ー ター と して 活躍

して い るベ ネ ッ トは， 自分 が仕 事 の重 圧 に

耐 え られ る よう に，家 族 が よ く助 け て くれ

ると話 して いま す。

「私 の仕事 は カ メラ マ ンと一緒 に， その

地域 の 重要 な，また意 義深い事柄 を取材する

こ とで す。」彼女 は これ まで も市 長 をは じめ

地 元 の他 の役 人た ち にイ ンタ ビ ュー して き
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ました。「時 には火 事 や強 盗事 件 などを取 材

す る こと もあ りま す。 自分 自身 の現 在 の状

態 を幸 せ だ と思 って いな い人 々が とて もた

くさん い るの です。」

「家 に帰 った時 に
，・我 が家 にあ る よ うな

素 晴 ら しい雰 囲気 が待 ち受 け て いて くれ る

な ら， 主 に心 か ら感謝 した くな る もので す。

た とえ問 題 や困難 にあ って も，私 が 家 に帰

って 来 て その こ とを話せ るよ うに， 神 は私

に家 族 を与 えて下 さっ て います。 両 親 や弟，

妹 たち は私 が 問題 を解決 で き るよ う に助 け

て くれ ま す。 日曜 日に教 会 に行 った り， 週

日の教 会 活動 に出 席 した り と 多くの こ とを

家族 と一緒 に しなが ら，私 は た くさん の手

助 け を受 けて い ます、。」

彼女 は仕 事 の時 に， イ ンタ ビュー の相 手

の 人か らコ ー ヒー を出 され た場合 ， それ を

断わ ります が そ うす る と， 相手 はそ の理

由 を聞 きた が り， 彼 女 が この教 会 の会 員で

あ る こ とに関 して いろ い ろ と質 問 を して く

る そ うです。「そん なことか らよ く知 恵 の言

葉 の話 になる んで す」 と彼 女 は話 して い ま

す。 彼 女 は また次 の よ うな こ とに も触 れ て

い ます。 「放 送 の仕 事 をす る時 に， 『ど ぎつ

い言葉 』 に嫌 な思 いをす る こ とが よ くあ り

ます。 ひ どい言葉 で どな りつ け る デ ィ レク

タ ー もい ます。 レポー ター の仕事 以 外 に，

私 は シ ョー な どの デ ィ レクター の仕事 を引

き受 け る こ ともあ りますが ， そ んな時 『ど

うして他 の デ ィ.レク ターの よう に怒 った り，

わ め き散 ら した りし ない ので すか』 と言わ

れ る こ とが よ くあ ります。 で も， 悪 い言葉

を使 わ な くと も注 意 を与 え るこ とは で きま

す。 もっ と良 い方 法 で効果 を上 げる こ とが

で きる と思 うん です。」
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ミサ ルー チ ャー 家 は， 教会 で の活 躍 ぶ り

のほ か に，学 校 に通 う子 供 た ちの こ とで も

有名 です.子 供 た ちはみ な小 学校 か ら高 校

まで 立派 な生 徒 と して努 力 して きて い ます。

ベ ネ ッ トは， 高校 で 次席 の卒 業 生 と して式

辞 を述べ ました。 ベ ンソ ンは現 在， ク ラ ス

で2番 目の優 等生 で す。 現在 高校 の ク ラ ス

で2番 目のベ レン ダは小 学校卒 業 の 時 もや

は り次席 で した。

「我 が 家 では まだ この ジンク スが破 れ な

いん です よ」 と ミサ ルー チ ャ兄弟 は笑 み を

見せ なが ら語 ります。 「で もま だ卒 業 生 総

代(首 席卒 業 生)に なる夢 は捨 てて い ませ

ん。」た とえ子供 たち が それほ ど優 秀 でな く

と も， 子供 たち を精一 杯励 ま してあ げる つ

も りだ と彼は 付 け加 えてい ます。「だ れで も

失 敗 はす る もの です。 子供 た ち に，失 敗 し

たか らと言 って それ で世 の 中が終 わ りだ な

ど と思 わ せ ない よ うに しなけ れ ばな りませ

ん。 次 の 時 に， う ま くい くか もしれ ない の

です。 大切 なの は賞 を得 る こ とでは あ りま

せ ん。 努 力 し 自己の 向上 をは か る こ とで す。

子 供 たち が最善 を尽 く してい る のな ら， そ

れ が彼 らに とっ ては ベ ス トの状 態 な のだ と

、思い ます。」

ミサルーチ ャー 家 は教 会での活動 ，勉 強 や
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仕 事 の面 の成 功， 家族 の 絆が もた らす喜 び

を味 わ って い ますが， 彼 らの生 活の 中で最

も大 き な喜 び と言 えるの は， 恐 ら く父親 が
ひ けつ

セブ に移 って来 て見 つけ た幸 福 の秘訣 を 人

人 に分 か ち合 うこ とで し ょう。

「ぼ くは， この教 会が 唯一 の真 実の教 会

であ る こ とを証 す るこ とがで きます。」こう

言 って いるの は ベル ミンです。「ぽ くは，時

時悪 い こ とを しない よ うに友 だ ちに勧 める

こ とがあ ります。 す る と友 だち は確 か にそ

うだ と言 い ます。 例 えば タバ コ の害 など に

つい て話 をす る と， 彼 らは 『そ んな に害 が

ある とは知 らな か った』 とよ く分 か って く

れ ます。 なん だ か彼 ら に警告 してい るみた

いで す。 それ に授 業 をさ ぽ った り， 良 くな

い映 画 を見 に行 った りしない よ うに も説得

して い ます。」

「ぽ くの友 だ ちの 多 くは
，福 音 が真実 で

ある こ とを知 っ てい ます」 とベ ンソ ンが話

して い ます。「しか しど う して も打 ち破れ な

い壁が あ る よう です。 彼 らは よ くこ う尋 ね

ます。『君 は ど うして ぽ くに変 わ って欲 しい

と思 うん だい』 と。 頑 固 なん です よ， も っ

と も生 まれた 時か らそ うい う生 活 で したか

らね。 ぽ くは 彼 らに今 以上 に幸 福 にな って

も らいた い と思 って いる んで す。」

「私 は毎 日祈 りに よ って一 日をは じめ ま

す。」 そ う語 るの はベ レンダ です。 「学校 の

クラ ス メー トた ちは， 教会 につ いて とて も

興 味 を持 って い ます。 私 がモ ルモ ンだ とい

うこ とが分 か る と， 『なぜ お 酒 を飲 ま な い

の』 な どとい ろ んな質 問 をしてきます。その

たび に私 はそ れ は教 会 の教 え だ し， 体 に も

良 くない か ら と理 由 を説 明 してあ げ ます。」

ミサル ーチ ャ兄 弟 は，友 人 の ラ リー ・ユ
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●セブで見つけたもの

マル に福 音 を紹 介 した時 の こ とを次 の よ う

に話 しています。「彼 は私 に なぜ 末 日聖 徒 に

な ったのか と尋 ね ま した。 そ こで私 は よ り

多くのこ とに答 え を与 えて くれ る教 会， 教

え を実 践 して いる教 会， 私 たち が今 まで 知

らなかっ たこ とを教 え て くれ る教 会 を捜 し

求 め てい たこ とを話 しま した。」

それか ら2カ 月半 後， ユ マ ル兄弟 は教 会

に改宗 しま した。 彼 の隣 人で， 神 を汚 す よ

うな言葉 を使 った り， ギ ャン ブル を した り，

彼 の家の前 に ゴ ミを どっ さ り捨 て て いく よ

うな人が い ました。 しか しユ マル兄 弟 の彼

に対 す る態 度 は変 わ りました。「彼 は その隣

人 を良 き隣 人 と して扱 う よう にな り， そ の

人に とって良 きク リスチ ャ ンにな ろ う と し

たのです。」ミサル ーチ ャ兄 弟 は そう説 明 し

ています。「今 まで粗 野 な生 き方 を してい た

その隣 人が生 活 を変 え， 教 会 に入 っ たの で

す。 そ して彼 は その福 音 を他 の家族 に紹 介

し， そ の家族 をバ プ テ スマ に導 きま した。

そ して今 度 その家族 は宣教 師 に他 の家 族 を

紹 介 し， そ の家族 もまた 改宗 した の です。」

その よ うな経験 か ら， ベ ンソ ンは 明 らか

な教訓 を得 ま した。「自分 の言 いたいこ とを

他 の人 に聞 いて も らう一 番の 方法 は， その

人を心 にか けて い るこ とを，行 動 で示 す こ

とです。 彼 ら に話 しかけ る前 に， まず彼 ら

と友達 に な り，安 心 させ る こ とです。 ぼ く

たちの学 校 には 島 中か ら生徒 が集 まっ て来

てい ます。 です か ら宗教 が違 うこ と もそ う

めず ら しいこ とで はあ りませ ん。 モ ル モ ン

として 自巴主 張 す るこ とは簡 単 で はあ りま

せんが ，友 人 に 自分 の信 条 を話 す こ とはで

き ます。」

「持 て る もの を分 か ち合 お う とす る フ ィ
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リ ピン人 の姿勢 は， 教 会 の成長 の大 きな 力

にな る と思 い ま す」 と ミサル ー チ ャ姉妹 は

話 しています。「自分 たち の生 活 に大切 な も

のを分 か ち合 う のは 当然 の こ とです し，福

音 は最 も大 切 な もの です。 フ ィ リピ ン人 が

分 か ち合 う こ とを当 た り前の こと と して行

な って いるの だ と して も， その よ うな態 度

は福 音の光 に よって ます ます 強 め られ ます。

フ ィ リピ ン人は いつ も幸 せ な気持 ちに ひた

って い る人 々が 多 いので すが ， そん な彼 ら

で もモ ルモ ン に出合 うと非常 な感銘 を受 け

ます。 それ は， 回復 され た福 音 に そ った生

活 を してい る 人々 は何 か独特 の ものを持 っ

て い るか らです。」

ミサ ルー チ ャ家 を訪 問す る教 会員 で な い

人 々が心 の 中 にそ の よう な温か い もの を感

じなが ら家 を後 に す るの は， その ため では

な いで しょうか 。「私 たちは彼 らに家 庭 の 夕

べ につ いて教 え，福 音 が いか に家族 をま と

め， 仲 良 くさせ て くれ るか につ い て話 しま

す」 と ミサ ル ーチ ャ兄 弟 は語 って い ます。

「あ なた の知 り合 い の人 々に最 も影 響 を与

え る こ とが で きる の はあ なた です。 なぜ な

ら彼 ら と同 じ経 験 を し， 彼 らの生 活 に直接

か かわ る こ とがで き るか らで す。」

ミサル ーチ ャ家 が セブ市 に着 いた時， 彼

らは まだ福 音 を知 りませ んで した。 しか し

彼 らは ここで， 今 も永世 に もわた っ て完全

な， そ して幸福 な家庭 生 活 を送 る方法 を 見

いだ した ので す。 彼 ら には その秘 訣 を長 く

人々 にか くしてお くこ とはで き そ うもあ り

ませ ん。

⇔ ⇔ 《》 ⇔ ⇔



く》く》一 ⇔く》葦》献 》く》舗 執 》

天父は私たちが救い主のような完全

に均斉のとれた人格の形成を心がけ

ていくなら，導きと教えを与えて下

さいます。天父の目指すところが，

私たちを教え導くというこの点にあ

るのを知るのは素晴らしい慰めです。

⇔ ぐ》《》輔 く》⇔ ⇔ ⇔ 《》く》{》く》虜レ⇔
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81年4月 下旬 ，世 界初 の 宇宙 往復船

スペ ー ス ・シ ャ トルが 軌 道 に向 けて

発射 され まし た。 数 次 にわ た る 自力 飛行 テ

ス トの 第1回 目に挑 み，2日 間 にわ た って

地球 の 周 りを飛行 し ました。

地上 では， コロ ン ビア号が再 び大 気圏 に

突入 し， カ リフ ォルニ ア州 にあ るエ ドワー

ド空 軍基 地 に着 陸す るの を， 人 々が 緊張 し

た面持 ちで待 ち わび て い ました。 この時 の

着 陸 の正確 さは 驚 くべ き もの で し た。 スペ

ー ス ・シ ャ トル は時 速29
，000キロの 速度 で

大 気 圏内 を下 降 し，徐 々 に適正 な ス ピー ド

に落 と し な が ら， 幅 数 百 メー トル， 距 離

に して数 キロ程 の滑 走路 へ 完壁 な着 陸 をや

っ ての け たの です。 それは この 惑星 全体 か

ら言 えばほ ん の点 の よう な場 所 で した。

私 た ちが 永遠 の両 親 の下 に霊 の子供 とし

て暮 らして い た時か ら， この地上 で の経験

を経 て， つ い には 日の光 栄 の王 国へ と帰 っ

てゆ くその旅 路 は， あ る意味 で コ ロ ンビア

号 の宇 宙 旅行 に似 てい る と言 えます。私 た

ちは この旅路 の 中で ，無 事神 の下 へ帰 る た

めの知 識 と経 験， つ ま り私 たち が持 つ永遠

の可能 性 に到 達 す るた めの知 識 と経験 を身

につ け なけれ ば な りませ ん。 私 たち がこ の

地 上 で行 な うあ らゆ る事 柄 は， 来世 で どの

地 点 へ どの よ うに着 陸す るか に影響 を及ぽ

し ます。

悲 しいこ とで すが， 永遠 の世 界 に再 突入

する 時 に， 私 た ちの 多くは 自分 が 目標 を見

失 って しま った こ とに気 づ くで し ょう。 あ

る人 々は星 の光 栄 や 月の光 栄 に， ま たあ る

人々 は 日の光栄 に着陸 します。 思 うに， こ

の差 は私 た ちが聖霊 の導 き によ るバ ラン ス

の とれた生 活 を築 い てい け るか どうか， そ

の能 力 に左 右 され る ので は ない で しょうか。
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コ ロ ンビア号 の宇 宙飛行 が成功 した のは，

適切 なバラ ンスが保 たれ て いた た めで した。

熟練 した技術 者 に操 られ て コ ロ ンビア号 は

幸 運 に もほ どよい バラ ン スの とれ た速度 ，

方 向， タイ ミング を得 て字宙 空 間 に飛 び出

し，完壁 な飛 行 を遂 げ， 無事 帰還 し ま した。

しか し，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の

会員 と して私 たち が得 てい る導 き は， これ

とは比 較 にな らな いほ ど確 実 な もので す。

なぜ な ら， それ は 人の霊 の救 い をつか さ ど

る神 か ら来 る もの だか らです。 この世 の旅

路 の間 ，私 たちには案 内役 として聖典 と 「み

たま」が与 え られ ，さらに私 たちを導 く予 言

者が 与 え られ て いま す。 スペ ンサー ・W・

キ ンボ ール大管 長 は主 の代 弁者 と して私 た

ちに救 いを確 実 にす るた めの 道 を教 えて く

れ てい ます。

予 言者 の勧告 は分 か りやす く， は っ き り

として いる ので すが， それ に もかか わ らず，

人は時 と して道 を外 しそう にな ります。 あ

る会 員 たぢ は，都 合 の よい時 に は予 言者 に

聞 き従 お う とす るの で すが，犠 牲 や さ ら に

大 き な献 身 が求 め られ る と耳 を傾 け よ う と

しませ ん。 また あ る会 員た ちは福 音 の単 純

さを忘 れて， ひ とつ の こ とだけ を強 調 し，

ほかの部 分 をお ろそ か にす る こ とが あ りま

す。 また， 自分 た ちに与 えられ た導 きをわ

ざわ ざ難 し く受 け取 って分 か りや す い神 の

助 言 をあ い まいな もの に し， 霊 的 なバ ラ ン

ス感覚 を失 って しま う会 員 もい ます。 中 に

は うわさ話 ，狂 信， 誤 っ た道徳 観 や価値 観 ，

おざ な りな信仰 の犠 牲 に な ってい る 人々 さ

えい ます。
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私 は 自分 の経験 か ら， 大抵 の 人間 は憶 測

に引 きず られ や す いこ とを知 りま した。 こ

の点 につ い ては 末 日聖 徒 とい え ども決 して

例 外 で はあ りません。 「もう聞 いた?」 「ね

え，知 って るマ 」「だれ に も口外 しない な ら

教 えま すよ。」 こうした方 法 は必 ず，た ち ま

ち の内 に人 々の 注意 を 引 き付 け ます。 大 抵

そ の後 には うわ さ話 が飛 び 交 い ます。 その

内容 は， 次 の監督 や ステー キ部 長 は誰 か と

い った類 の もの か ら，福 千年 到 来 の時期 に

至 る まで様 々 です。

しか しなが ら，予 言 者 たち は私 た ちに深

い関心 を持 って勧告 して い ます。信 仰 と希

望 にあ 、ζ・れ た予 言 者 たち は神 を知 り， 神か

ら与 え られ た霊 感 を私 た ち に示 して くれ ま

す。 その上 ，私 たちは 「みた ま」 に耳 を傾

け る こ とに よって ， いつ で もその霊 感 が神

か ら来 た もの であ る こ とを知 る こ とが で き

るので す。 悲 しいこ とで すが， 私 は あ る人

人は い ろい ろな形 の行 き過 ぎに陥 りが ちな

傾 向 にあ る こ とが 分か りま した。 例 えば，

食べ過 ぎる 人が いる か と思 えば， 健康 維持

に必要 な栄 養 の摂 取 に無 頓着 な 人 もい ます。

寝 過 ぎの 人 もいれ ば， 睡 眠時 間 が足 りない

人 もい ます。 ま た適切 に体 をい たわ り体調

を整 え るこ とを なお ざ りに する 人が い るか

と思 う と， 自分 の肉体 を崇拝 せ んば か りに

して い る人 もい る有様 です。確 か に私 たち

は 自分 の体 の健康 と維 持 の ため にあ らゆる

新 しい知 識 を， で きる 限 り得 る必要 が ある

と思 い ます。 しか し， 主 は私 た ちが知 恵 と

常 識 を用 い る よう期 待 して お られ るの では

な いで し ょうか。 鍵 となる 言葉 は， バ ラ ン
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スと中庸 で す。 つ ま り， ひ とつ の真 理 だけ

を特 別視 す るの で はな く， 自分 の知 って い

る すべ ての 真理 を思 慮 深 く応用 す る ことで

す。

バ ラ ンスを と るこ とは レク リエ ー シ ョン

や娯 楽 の面 で も重要 で す。 な るほ ど， 仕事

ば か り してい て遊 びが な けれ ば 人間 はば か
ことわざ

にな る とい う諺 は真 実 で すが， しか し家族

や仕 事 や霊 的成 長 に対 す る責任 をそ っち の

毒レ勢 ・…》⇔ 蒐》⇔ 毒》鳶》⇔ ⇔ く》蒐》慮》今 蔓〉

ある会員たちは，都合のよい時には

予言者に聞き従おうとするのですが，

犠牲やさらに大きな献身が求められ

ると耳を傾けようとしません。

く》⇔ 毒》参 《》蒐》莞》螺レ《》→ 圃〉く》勃 く》

'

、灘鰻

け に して レク リエ ー シ ョンの こ とばか り言

って いた ので は 自分 の楽 しみ しか頭 にな い

人間 にな って し まい ます。 人 は 自分 の家族

をな いが しろ に した り， ある いは適 切 で な

い模 範 に よ って仕事 や人 々へ の関心 よ り も

遊 び や物欲 の方 が 大切 だ とい う考 え を子供

たち に植 え付 け て しま うこ と もあ ります。

ジ ョセ フ ・F・ ス ミス大 管長 は， 中庸 に

つい て この よ うに語 って い ます。「聖徒 は 愚

かで あ って はな ら ない。 む しろ主 の み こ こ

ろが 何で あ るか を知 って ，す べ ての こと に

中庸 を保 た なけ れば な らな い。聖 徒 た ちは

『人間 の欲情 』 を遠 ざ け，行 き過 ぎを避 け，

麗
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罪を犯 さな い よう に しなけれ ば な らない。

そ して娯 楽 を楽 しむ 時 は文字 だ けで はな く

精 神 も， 行為 だ けで な く意 図.も， また部分

で はな く全体 に気 を配 る道 を取 りな さい。

それ が 中庸 の意 味 であ る。 この よ うにすれ

ば， 彼 らの行 動 は道 理 をわ き ま零た ふさわ

しい もの とな り，主 の み こ ころを理解 す る

の に何 の 困難 も感 じない だろう。」(「福 音 の

教義 」P.232)

信 仰 の実 践 という面 に おい て も， 私 たち

は生 活 の バ ラ ンスを見 失 って し まう ことが

あ ります。 特 定 の事 柄 にだけ 力 を注 い で，

大切 さ にお いて何 ら変 わ る こ との な い他 の

責 任 をな いが しろ に して い る場 合 は特 にそ

うで す。聖 典 の勉 強， 親 として の務 め， 人

人へ の奉仕 ， 教会 の 召 し， これ らすべ てが

それ相 応 の時 間 を必要 と してい ます。 ひ と

つ の こ とに だけ 力 を入れ て ほか の ことを全

部 お ろ そか にす る よ うでは救 い主 の期 待 に

応 える こ とはで き ませ ん。 主は それ もしな

けれ ば な り ません が，「これ も見の が しては

な らな い」(マ タ イ23：23)と 教 えて お られ

ます。

定 員会 集 会 や福音 の教 義 ク ラ スが霊 的 な

進歩 や奉 仕 の ため の 原則 を学 ぶ場 でな く，

公 開討論 の場 に なっ て しま うこ とが 時々 あ

りま す。 私 た ち は往 々 に して実 の ない話 し

合 い に興 じ， 未亡 人 や病 人や苦 しん でい る

人々 の必要 を満 たす ため に何 をすべ きか と

い う点 につ いて真 剣 に考 え るの を怠 る こと

があ ります。

「人は努 め て良 き業 に従 い， 多くの事 を
な

その 自由 意志 に よ りて為 し， 多 くの正 しき
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と

事 を為 し遂 げ よ」(教 義 と聖約58：27)と 主

は宣言 され ま した。神 の 王 国は， 時 間， 才

能，1財産 を惜 しみ な くささ げる 入々 によ っ

て打 ち建 て られ て ゆ くこ とで し ょう。 今 日，

世 界的 な規模 に成長 した教会 で は， 伝道 の

ため の働 きや援助 ， 神殿 活動 や神 殿 の建 築，

惜 し み な い 断 食 献 金 と 貧 し い 人 々へ の心

か らの関心 ，家族 の教育 とその しつ け な ど

様々 な事 柄 が求 め られ てい ます。 各 ステー

今 莞》く》蕩》勃 鳶レ⇔ 鰐》嚇 噂〉⇔崖》⇔

定員会集会や福音の教義クラスが霊

的な進歩や奉仕のための原則を学ぶ

場でなく，公開討論の場になってし

まうことが時々あります。

く》毒》韓 》く》⇔ ⇔ 毒》く…》く》舗4》 →

キ部 にお い宅 も，求 め られ て い る事 柄 は 多

少 異なっているか もしれ ませ んが，その重 要

さにおい て劣 る ことは あ りませ ん。 質 の よ

いホームテ ィーチ ングや家庭 訪 問，慈 善奉 仕 ，

病 人への訪 問， 隣 人へ の奉仕 ， 効果 的 な指

導，優 秀 な教師 ， これ らは 時 と場所 とを問

わず切 実 に求 め られ て い る ものな ので す。

自分 自身に問 うてみ よ うで はあ りません

か。 自分 に与 え られ て い る時間 ，才 能， 財

産 を どの よ うに用 いて い るで し ょうか。 目

標 に向か って歩 ん で いるで しょ うか。 それ

ともこの世 的 な事柄 に多くの時間を費や し過

ぎた り，才 能 を仕事 にばか り向 け， 財産 を

30

勝 手気 まま な楽 しみ に だけ用 い た り して ，

目標 か ら外れ た生 活 を して はい な いで し ょ

うか。 救 い主 の純 粋 な教 え に心 を留 めて い

るで しょ うか。

誘惑 は しば しば巧 み に しか も秘 か にや っ

て来 ます。 人の 弱 い部 分 につけ 込ん で， 一

番 その力 に屈 しやす い時 を ね ら って や って

来 るので す。「試 み る者」は その よ うなや り

方で 人 々の生 活 のバ ラ ン スを崩 し， 私 たち

を神 の み もとへ 帰 る道か ら遠 ざけ よ うとた

くらん でい るの です。

復 活 した キ リス トは 二一 フ ァ イ人 に姿 を

現わ され た 時 ，次 の よ う な 質 問 を さ れ ま

した。 「汝 らは いか な る 人物 に て あ るべ き

か。」主 は御 自分 の 質 問 に， 御 自分 で 答 え

られ ました。 「ま こと に汝 らは わ れ と同 じ

人物 な らざ るべ か らず。」(m二 一 ファイ27：

27)

バ ラ ン スの とれ た生活 をす るた め には，

私 たち は皆， 様 々 な問題 ，誘 惑 ， また行 き

過 ぎた点 や不 十分 な点 な どと戦 っていか な

けれ ば な りませ ん。 イエ ス ・キ リス トは全

人類 の文 字通 りの救 い主 で すが ，私 た ちは

それ を知 る者 に与 え られ る力 を必要 として

い ます。 キ リス トの瞭 い と救 いの恵 み は霊

と肉体 の死 に打ち勝ち，終わ りまで耐 え 忍び

永遠 の住 まいへ 帰 るた めの 力 を与 えて くれ

ます。 天 父 は私 た ちが救 い主の ような完 全
きんせい

に均 斉 の とれ た人格 の形 成 を心 が けて い く

な ら，導 きと教 え を与 えて下 さい ます。 天

父の 目指 す と ころが ，私 た ち を教 え導 く と

い う この点 にあ るの を知 るの は素 晴 らし い

慰め で す。
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鈍
い光 を放 つ無 数の 器具 が， まる で ジ

ャング ルの よ うに， 明 る く照 らし 出

され た手術 台 を取 り囲 む。 そ して 台の上 に

は， 特 別 な緑の 布で 体 を覆 っ た60歳 の 男が

静 か に横 たわ って いた。 その布 の胸 と左脚

の部分 に は四角 い 穴が開 け られ て い る。

そ の部屋 の 中 には， ラ ッセ ル ・M・ ネ ル

ソ ン博 士 と7人 の手 術 チー ムが い た。 外科

医長， 外科 担 当看護 婦， 麻 酔担 当医， 人工

心肺 スペ シ ャ リス ト， コ ン ピュー タ ース ペ

シ ャ リス ト， それ に看護 婦 が 、ヨ・た り(そ の

う ちのひ と りは手術 室付 きの看 護婦)で あ

る。 手を 入念 に洗 浄 し， 滅 菌済 み の手 術着

に身 を包 んだ私 は， 彼 らか ら少 し離れ た位

置 に立 った。手 術 の模様 を見学 す る ので あ

る。

いよい よ手術 の開 始 。皆 自分 の持 ち場で敏

速 に動 き始 め た。 見て い る者 には一 種 の冷

た ささえ 感 じられ るほ どの手 際 よさ だ。 執

刀医 が患者 の胸 部 に メス を入れ ， そ の後 か

ら止 血 を して い く。

今 度は ネル ソ ン博 士 が 左脚 の部 分 を切 開

した。 血 管 を摘 出す るた めで あ る。 これ は

冠状 動脈 バ イパ ス手術 と呼ば れ る もので，
へ い そ く

患者 の心 筋 を動 か してい る動 脈 に閉 塞状 態

が生 じたので， その部 分 にバ イ パ スを作 る

手術 で ある。 そ のバ イパ ス用 として， 上 脚

部 か ら摘 出した 血管 を使 うの だ。 血 管 を切

る は さみの音。 私 は た ま らな くな って廊 下

に出 た。 そして 深呼 吸 をす る と， 意 を決 し

て再 び手 術 室 に入 った。

電気 ノ コギ リが うな って い る。 患 者 の頭

の方 に まわ った私 の 前 で， ノ コギ リで胸 に

縦 に入れ られた切 り込 みが， 機械 の クラ ン

クの 回転 と共 に左右 に押 し広げ られ て い く。

そ して その下 か ら， 規 則正 しく鼓動 す る心

臓が 顔 をの ぞか せ た。

部 屋の 中には ソ フ トミュー ジ ックが 流れ ，

医師 た ちの 顔 には何 の 驚 きの表 情 も気 負 い

も読 み，とれ な い。 ゆ った り と落 ち着 いた雰

囲気 の 中で， 皆 が ひ とつ の こ と に集 中 して

い る とい った感 じだ。初 め は圧 倒 され て い

た私 も， そう した雰 囲 気 の中 で次 第 に手術

の手 際 の見事 さ に引き付 け られ て い った。

1時 間は 優 に経過 した だろ うか。 冠 状動

脈 が無事 大 動脈 に結 合 され た。 とこ ろが ど

うだ ろう。 患者 の 血圧 が 急激 に下 が り始 め

た。 考 え られ ない こ とだ。 皆 が色 め き立っ

中で，無 数 に あ るチ ュー ブの 中の1本 が，
せん

栓 が閉 じたま まで あ るこ とを た だち に指摘

したの は， ネ ル ソン博士 だ った。 す ぐ に栓

が 開か れ た。 小 さな ミス には違 いな いが，

気 づか な けれ ば命取 りに なる。

「君 の こ とは今 で も愛 してるよ
。」ネル ソ

ン博 士 は チ ューブ の栓 を 外す 担 当だ った 人

にそ う言 った。 その 人が う なず く と， 博士

は意地 悪 そ うな声 で す ぐさ まこ う付 け加 え

る。「もちろん そ の愛 の程 度は 時 々変 わ るけ

どね。」皆 の 目が 笑ってい る。 手 術室 の 中心

はや は りネル ソ ン博 士 だ。 メ ンバー が楽 な

気持 ちで仕 事 が でき る よ うに，雰 囲 気づ く

りを して い るの であ る。 手術 室 とい う もの

は， 集 中力 を長 時間持 続 しなけ れば な らな

い場 所な の だ。
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ネ ルソ ン博士 は ，後 で こ う語 って くれ た。

「か な りの 自制 心 を要 求 され ます ね
。 患者

さんの 生死 が我 々 チ ーム にす べ てか か って

い るわ け ですか ら。 そ うです。 沈 着冷 静 か

つ どん な ミス も見 落 とさ な い態度 が 必要 で

す。」

手術 開始 後4時 間が 過 ぎ た。 手 術 はほ ぽ

終 了 の時 点 まで 来て い る。 人工心 肺 は取 り

除 かれ ，心 臓 に電 極 に よる シ ョック が与 え

られ た。移 植 され た 血管 が， 新 た に送 り込

まれ た血液 で さ っ と、言・くらん で いく。 そ し

て最 後 は血 液 の もれが な いか ど うかの検査

だ。

こ う して心 臓は 元通 り 自分 自身 の力 で動

き出 した。 患者 も安定 した状 態 を保 ってい

る。 患者 の家族 の ことが心 に浮か ぶの は こ

の 時点 まで来 てか らの こと だ。 看 護婦 のひ

とりが受話 器 を取 る。「バ イパ スが 終わ って

人工心 肺 もとれ ま したの で， あ と45分 程 で

ネル ソ ン博 士 が そち らに参 りま す。」

ネルソン家族と孫たち
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これ と同 じよ うな心 臓手 術は ， ア メ リカ

では年 に10万 件 以上 も行 な われ て い る。 ネ

ル ソン博 士 は この分 野 では 草分 け 的存 在 で，

もう30年 以 上 もの経 験 を持 って い るが， 心

臓手術 の技 術的 進 歩 には 目覚 ま しい ものが

あ り， 今 では98パ ーセ ン トの成 功率 を得 る

まで に至 って いる。

ネルソン博 士 の 医師 としての教育 は，1942

年 の ユ タ大 学2年 の時 点 まで さか のぼ るが ，

以来 彼の心 の 中に 形成 され て きた 医学 に対

する 見方は 実 に簡単 明瞭 だ。 博 士 は こ う言

う。「患者 の問題 を分 析 す る医 師 として非常

に重要 な こ とが ひ とつ あ ります。 それ は，

患者 の症状 が時 間 の経過 に従 って 良 くな る

状 態 にあ るのか， それ と も悪化 す る方 向 に

ある のか とい うこ とで す。 医師 に課 せ られ

た任務 は， 悪化 す る状態 の 患者 を 時間 が た

てば 良 くなる状 態へ と変 換 する こ とな んで

す。」

この務 め を果 た すに 当た って 医 師は， 自
い や

分 に は 人を癒 す 力 がな いの だ とい う こ とを

悟 らなけれ ば な らない。 神 か ら人 間一 人一

人に付 与 され た患者 自身の 内 にあ る生 命力

に依存 しなけれ ば な らない のだ。 ネル ソ ン

博 士 は， 教 義 と聖約 を 引用 して そ の こ とを

説明す る。「そ もそも創世 の 以前 よ り天 に於
おきて

て定め られ た る一 つ の変 らざる 律法 あ りて，

あら ゆる祝福 は これ に基 くな り。

す なわ ち， わ れ ら何 にて も神 よ り祝福 を

受 くる時は， この祝福 の 基 く律 法 に従 う に
しか

よ りて 然 る な り。」(教 義 と聖 約130：20-

21)

ネ ル ソ ン博 士 は こ う 続 け た 。「つ ま り，祝
おきて

福 があ るの は律 法 に従 って い るか らな んで

す ね。 もっ と言 え ば，律 法 を守 れ ば， ほ と

ん どの場 合 とか 時 々 とかい うの で な くて，

いつ で も，例 外 な く祝 福が あ る とい うこ と

で す。 これ が分 かれ ば， 人間の 肉体 を 統御

す る律 法 を学び それ に喜 ん で従 う私 た ち医

師 は， もっ と気 持 ちが 楽 にな り ますね。 そ

うでな けれ ば毎 日人を 死 なせ た り生 か した

りして いる こ とに なる わけ です か ら， 気違

い にな ります よ。」

彼が将 来 妻 にな るは ずの ダンツ ェル ・ホ

ワ イ トに会 った の は， ユ タ大学 で の こ とだ

心臓の拡大モデルを調べるネルソン博士

脚1
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っ た。当時の 様子 を こ う語 る。「それ ま で会

っ た女性 の 中で最 も美 しい 人だ と思 い ま し

た。 す ぐに， 結婚 する のは この 人 だ って感

じましたね。」 ダ ンツ ェル も同 じ だっ た。ユ

タ州ペ リー の 自宅 に戻 っ たダ ンツ ェ ルは結

婚 相手 にめ ぐ り会 え た ことを両 親 に報 告，

、言・た りは それ か ら3年 後 に ソル トレー ク神

殿 で結 婚 し た。

1944年 にユ タ大 学 の メデ ィカ ル スク ール

に進 級 した 彼は，4年 の 課程 を3年 で修 了，

次 いで ミネ ソ タ大学病 院で イ ンター ンを行

な いな が ら通常 の 外科 医 と して の訓 練 を受

け， 博士 課程 の 研究 へ と歩 み を進 めて い っ

た。 また 当時， 手術 中の心 臓 に代わ って患

者 の心 臓 と肺 の働 き をす る器械 を開発 す る

ため に，5年 間の研 究 補助 金 があ る チー ム

に許可 され たが， 彼 もそ のチ ーム の一 員 で

あ った。 問題 は数 え切 れ な いほ どあ った が，

ほぽ3年 間の努 力の後に試 作品 が完 成，1951

年 に初め て使 用 され た。

しか し彼 は， こ う した研 究の最 先 端 を歩

む とい う機 会 を捨て て， 家族 共 々 ソル トレ

ー ク ・シテ ィー に移 った。 当時 妻 は5人 目

の子 供 の 出産 をひ か えて いた。 移転 後 はユ

タ大学 医学 部助 教授 と して 教べ ん を とるか

たわ ら， 研 究 と医 療 を続 けた。 当時 の模 様

を彼 は こう語 る。「あ の頃 の心 臓手 術 は，海

図の ない航 海 のようなもので した。」 つ ま り，

成功 した 時の 幸福 感 もさ る こ となが ら， 患

者が 助か らなか った 時の挫 折 感 は た とえ よ

う もな い ものだ っ た。

それか ら25年 ， 彼 の 患者 に対 す る気遣 い

の心 は変 わらない。「今 の心 臓 手術 はか な り

高 い 成功率 を誇 る よう にな って き ました。

で も， ひ と り残 らず 救 える わけ で はあ りま

せん。 それ は不 可能 で す。 あ る時 は， ただ

安 らぎ しか 与 え られ な い こ とが あ りま す。

希望 を 打ち 砕 くよ うな こ とは した くあ りま
いや

せ ん。 医師 の務 め は， 時 には癒 し， しば し

ば 苦 しみ を和 らげ る こ とです。 しか し， 安

らぎ を与 え る という務 め は常 に果 た して い

か な けれ ば なら ない もの です。」

1959年 にユ タ大 学 を辞 した彼 は，個 人開

業 に踏み切 った。35歳 で6人 の子 供 を抱 え

てい た時 で ある。 大 学 での研 究 生活 が長 か

った こ とや研 究 分野 が 特殊 だ った こ ともあ

って， 借 金 が た くさん あ った。

それ だけ で はな い。 当時 彼 は ステー キ部

長 とい う重 責 に召 され て い た。 按 手任 命 に

先 立 ち， ネル ソ ン兄 弟は 自分 が 直面 して い

る課 題 を率 直 に話 した。 大動 脈弁 の交 換 と

いう課 題 で ある。 そ れ に対 して， 任 命を 担

当 した 当時 十二 使徒 定 員会 会 員だ った スペ

ンサ ー ・W・ キ ンボー ル長 老は， 医 師 と し

ての 技術 が 高め られ て， 患 者 に 負担 をか け

る こ とな くス テー キ部長 の 職 を全 うで きる

と祝 福 した。 その祝 福 の恩 恵 は， キ ンボー

ル長 老 自身が受 け る こ ととな っ た。1972年 ，

ネル ソン博 士 の執 刀 に よる大動 脈 弁 の交換

を伴 う心 臓手 術 を受 けた ので あ る。

1965年 ， また とな い機 会が ネル ソン兄 弟

にめ ぐ って きた。 あ る大 き な大 学の 心臓 外

科 で， 教 授兼 学 部長 として働 くよ うに要 請

され たの で ある。 それ には 高額 の給 与の ほ
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か に，子 供 たち全 員 の大 学で の教 育 費全 額

を 負担す る とい うお まけ まで つ いて い た。

ネル ソ ン兄 弟姉妹 はこ の要 請 を過 分 な こ

とと考え， 九分 九 厘受 け るつ もりで いた。

しか しそ の決定 が 家族 の みな らず ス テー キ

部長 と しての責 任 に も影 響 を 及ぼ す もの だ

った ので， 彼 はデ ビッ ド ・O・ マ ッケイ 大

管長 に相 談 した。

話の 内容 を詳 細 にわ た って聞 いた マ ッケ

イ大管長 は， 目を 閉 じて椅 子 の背 もたれ に

よ りか か り， しば ら く考 えて いた が， 口を

開 いて こ う言 った。「ネル ソ ン兄弟，私 は あ

ま り気が 進 み ません ね。 シカ ゴヘ は行 か な

い方 が いい と思 うの です が。」

ネル ソ ン兄弟 が期 待 して いた 答 え だっ た。

「それで 私 たち は要 請 を丁重 に断わ り
， ソ

ル トレー ク ・シテ ィー に残 る こ とに しま し

た。」

1971年6月 ， ネル ソ ン兄弟 はN・ エ ル ド

ン ・タナ ー副 管長 か らオ フ ィス に来 る よ う

に電 話を受 け た。 オ フ ィス に行 く と， ハ ロ

ル ド ・B・ リー副 管長 も同席 してい た。(当

時 ジ ョセ フ ・フ ィー ルデ ィング ・ス ミス大

管長 は体調 が思 わ しくなか った)リ ー ， タ

ナー両 副管 長か らの話 は， 仕事 上 差 し支 え

がな けれ ば教会 中央 日曜学 校会 長 として働

いて欲 しい とい うもの だ った。

驚 きか らよ うや く我 に返 った ネル ソ ン兄

弟 は， 主か らの 召 しで あれ ば た とえ医 師 と

しての仕 事 をや めて で も従 い ます と答 え た。

しか し大管長 会 か らの要 請 は， 医 師 として

の仕 事 を続 ける こ とが でき る とい う条 件で

召 しを受 け入 れ て欲 しい とい うもの だ った。

ネル ソ ン兄弟 の会 長 と しての 召 しは， それ

か ら8年 も続 い た。

キ ンボ ール 大管長(当 時十 二使徒 定 員会

会長)が 手 術 を受 け たの は， そ の次 の年 の

4月12日 の こ とで あ る。 この 時の 手術 は完

壁 その もの だ っ た。 ハ ロ ル ド ・B・ リー，

N・ エ ル ドン ・タナー 両副 管長 の祝 福通 り

で あ る。 しか しそれ だけで は なか った。 手

術が 終 わ った時 に特 別 な気 持 ちを感 じたの

で あ る。 こう語 っている。「将来 大管 長 にな

る 人 に手 術 を施 したの だ とみ たまが 告 げた

の です。」

1979年 に 中央 日曜 学校 会長 の責 任 を解 か

れた 彼は， その 後地 区代 表 と して働 いて い

る。 医師 として の 多忙 な生 活は 今 も変わ り

がな い。心 臓 手術 を 日に2度 行 な うこ と も

ある。 ま た 医師会 や地 方 自治体 の仕事 に も

活発 に取 り組 ん でい る し， まだ独 立 して い

ない子 供 もいる。

こ う した 多忙 な毎 日の 中 で， 彼 は 家族 と

の 時間 を どの よ うに して 見 いだ して いる の

だろ うか。 ネル ソ ン兄 弟姉 妹 と子 供 たち と

の絆 は 特別 な もの だ。 妻 の ダンツ ェルに は，

子供 たち を引 き付 け る才能 が あ る。

ネル ソ ン兄弟 は， 父 親， 夫 と しての 経験

につ い て こ う語 る。「やは り主が 望 んで お ら

れ る ことを行 な って い る時 が一 番満 足 で き

ます ね。」 その ことにつ い て彼 は，興 味 深 い

経験 を した。 グラ ン ド ・キ ャニ オ ンを いか

だで 旅 して いた 時， 彼 と娘 の グロ リア が急

流で いか だか ら放 り出 され たの であ る。
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「恐 ろ しい経験 で した。 で も鉄 の棒 に し

っか りつ か まる こ とを教 え て くれ ま した よ。

流れ が 急な と ころ に来 た時， 私 は娘 が いか

だ か ら落 ち ては 困 る と思 い， 一 生 懸命娘 を

つ かま えて い ま した。 で も後で もっ と流れ

が 急な所 に来た 時 には， 私 が ローブ に しっ

か りつ か まって， 娘 に は私 の体 につ か ま っ

て いる よ うに言 い ま した。 同 じ ことが 福音

を 守 るこ とに も言 え ますね。 も し父親 が知

恵 の言葉 の 原則 にし っか りつか まって いれ

ば， 家族 は 皆 父親 に頼 る こ とが で き， 家族

は皆安 全 だ とい うわけ です。」

ネル ソ ン兄弟 は 医学 や地 域社 会 奉仕 に関

連 して 数 々の表 彰 を受 けて き た。 ま た合衆

国胸部 外科 理事 会 会長， ユ タ心 臓協 会 会長 ，

ユ タ州 医療 協会 会 長 な ど， 要職 も数 々歴任

して きて い る。 しか しそ う した もの をすべ

て 超越 した ものが 彼 には ある。 それ は，神

の 王 国 を発展 させ る ため に主 に従 っ て歩 も

う とい う決 意 だ。

彼 は こう語 る。「教 会の 中で，主 が ま だ果

た してお られ な いこ とが た くさん あ ります、

主 は ふ さわ しい 人々 をす べて 必要 として お

られ ます。 備 え ので き た資格 あ る末 日聖徒

は， 兄弟 も姉 妹 も皆 自分 の肩 に 担 うべ き仕

事 が あ るの です。」

「キ ンボ ール大 管長 が 言 われ る こ とには

全部 従わ な けれ ばならないので すか。」 人々

が そ う言 うのを 聞い て， ラ ッセ ル ・M・ ネ

ル ソ ンは落 胆す る。

「主 は 『わが 声 にて 言わ るる も
， 僕 らの

声 にて 言わ るる もみ な一 つ な り』 と言 って

地 区代 表 と して ステ ーキ 部 長 と共 に集 会

を開 いて い るネ ル ソン長 老

お られ ますね。 です か ら， 予 言者 の 言葉の

最 後 に疑 問符 をつ け な いで逆 に感嘆 符 をつ

けた ら どうで し ょう。 そ して実 行す るん で

す。 そ う した ら祝 福 が た くさん 得 られ ます

よ。私 は， 大 管長 は いつ 予 言者 として語 っ

て い て， いつ 普 通の 人 と して語 って い るの

だろ うか とは言 い ませ ん。 私が 関心 を持 っ

てい るの は， どう した ら もっ と彼 に近づ く

こ とが でき るだ ろ うか と い うこ とです。」
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しゅ

主はよみがえりぬ
バ ー ジ ニ ア･サ ー ジ ェ ン ト

ひ

緯劣;澗灘讐
い つ

と一 しょに,イ エスさまのおは

かへといそぎました。イエスさ
からだ こう ゆ

まの体に,香 油をぬらなければ

ならなかったからです。
おんな

みちみち,女 た ちは,お はか
いりぐち いし

の入日をふさいでいる石をどう
はな あ

やってうこかそうかと話し合い
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ま した。でも,お はかについて
い し

みると,お どろいたことに石は

もうとりのけてありました5
おんな なか はい

女たちは,お はかの中に入っ
なか

ていきました。すると,中 には
しろ おとこ ひ と

白いころもをきた男の人がいて,

こういい ました。｢こ わが らな

くていいのですよ。イエスさま

は,も うここにはおられません。
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｢r… シれは,な んのあなだい。｣パパがききました。も

｢おはかだよ。これから,コ マ ドリのおそ

うしきをするの。｣あ っくんは,こ たえました。

｢パパも,お そうしきにいってもいいかい。｣

｢も ちろん。｣

そこへ,サ ッコちゃんが しずかに,ち いさなは

こをもってやってきました。サッコちゃんのあと

には,マ リちゃん,そ のあとにはカツロウくん,

そのあとにはユカちゃんがつづいてきました。み

んな,デ ージーや,タ ンポポ,パ ンジー,シ バザ
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メも,ハ クチ ョウも。｣"

｢そ れ じゃあ,ウ サギや リスは?｣

｢ウ マや,ゾ ウや,ラ イオンだっているん じゃ

ないの?そ して,み んなきっとたのしくくらし

ているのよ。｣

｢そ うだね ,け んかはしないんだね,き っと。｣

サッコちゃんも,あ っくんも,カ ツロウくんも,

ユカちゃんも,み んなきゅうに,げ んきになって

おしゃべりをはじめました。

すると,い ちばんおねえさんのサッコちゃんが

ききました。｢ね え,パ パ,マ マ,せ いてんには,

どうぶつたちのことをなんてかいてあるの。｣

パパは,い いました。｢そ う,せ いてんにはね,

いきてうごくもの,つ まり,に んげんも,ど うぶ

つもみんなふっかつするって,か いてあるんだよ。

すくいぬし,イ エスさまはね,に んげんも,ど う

ぶつもふ っかつできるようにしてくださったんだ。

だから,ラ イオンも,ク マも,ウ サギやリスも,

ネコも,イ ヌも,ふ っかつできるんだよ。｣

｢それ じゃあ,て んごくにいったら,ど うぶつ

たちもぼくたちといっしょにくらせるんだね。｣

カツロウくんは,め をかがやかせながらいいまし
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かぜ

ひ どくさむい4勲 ことだった･み ぞれま?り の風ダふき
すさぶくらい夜道 を,ダ ニーはまきばに向か って走った。

た なか

コートのえ りを立 て,あ ご をえ りの中にうめながら。
と でん

かこいの戸 をあけて,ひ つ じたちに電 とうをむ けると,み
なか こ え

それの中からメエ ー,メ エー,と おびえた声 が した。ぬれた
け なか

ひつ じの毛のにおいがむんむんする中を,ダ ニー はやさ しく
わ わ あ る

ひつ じをかき分 け,か き分 け,歩 いた。

6
4 も

　

蝋 鯛 醗
ミ 鋳 則 聡 一 冨 芦 惚､翻

轟

い っ とうい つ

｢ブ ラ ッ キ ー
,ス ー ジ ー,ス ポ ッ ト … … 。｣ダ ニ ー は 一 頭 一

とう な まえ か ぞ

頭名前をよびながら,数 えた。
でんどう たい

イギ リスへ伝道 に行 ったおにいちゃん からあずかった,大
せつ だい

切なひつ じだ。ダニー は,お にいちゃん が大すきだった。 だ
よる かず かぞ

から,こ んなあら しの夜でも,な まけず にひつ じの数を数 え
お も でん ど う で

た。 ダ ニ ー は 思 った 。 『ぼ くも,い つ か き っと 伝 道 に 出 る ん

だ。』

｢ハ ッ ピー
,サ ニ ー,サ ダ イ ス,そ れ か らバ シ ュ フル,そ

かそ

こにかくれているのはフラッフィー だな。｣ダ ニーは,数 える
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そ と かお

ダニーは,外 へ とびだ した。みぞれが顔 につきささるよう

にふきつけてきた。｢ベ ッツ ィー には,も う す ぐ子ひ つ じが
う だい

生 まれるんだ。 おにいち ゃんの大 すきだったベッツィーがい

な くなったら,ど う しよう。｣
ほ う い

ベッツィーはみぞれ をしのぎたくて,な やの方へ行 ったの
み かぜ

かも しれない。 しか し,な やのあたりを見 まわっても,風 の
お と か ぜ

音がするだけだ った。ふきすさぶ風 とみぞれをついて,ダ ニ
きた みなみ おおごえ

一 は く る った よう に
,北 へ 南 へ と か け まわ った 。大 声 で｢ベ

ッツ ィー,ベ ッツ ィ ー｣と さ けび な が ら。 しか し,ダ ニ ー の
こえ か ぜ き

声は,風 にふ きけされて聞こえなか った。
た ど よわ よわ

ダ ニ ー は,く た く た に な っ て立 ち 止 ま った 。 と,弱 々 しい
な ごえ き でん こえ

ひつ じの鳴 き声が聞こえた。ダニー は,と っさに電 とうを声
ほう

の す る方 へ む けた 。ベ ッツ ィー だ 。 そ して,ベ ッツ ィー の か
う こ と う

たわ らには,生 まれたばかりの子ひつ じが2頭,み ぞれ にぬ

れな がらミルクをのんでいた。
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や ま こ み こ う

山のようだ った。『ひつ じの子だ。ベ ッツ ィーは三つ子 を生ん

だんだ。かわいそうに。 もう,し ん でいるかも しれない。』ダ
よわ こ

ニー は,ぐ っとな みだ を こ らえ な が ら,つ めた い,か 弱 い子

ひつ じにゆ び をふ れ た 。 『ま だ,い き が あ る1』 ダ ニ ー の む ね
こ した

はおどった。ダ ニーは,し にか けた子 ひつ じをコー トの下 に
こ ば し い え

つつむと,小 走 りに家へ むかった。
こ み か あ

｢か わいそうに
。｣子 ひつ じを見 る な り,お 田 さん はなき

こえ

声をたてた。そ して,す ぐにミルク をあたためてくれた。
とう ちい こ

お父さんも,た すけてくれた。ダニー は,小 さな子 ひつ じ
い

を,そ っ と おふ ろ に入 れ た。
かあ こ

それから,お 田さんが子ひつ じをや さ しくだきあげて,ゆ
よ

すりながら,ほ にゆうびんで ミルク をの ませた。その夜,ダ
こ い

ニーはねないで,子 ひつ じをさす ってや った り,お ふ ろに入

れてや ったり した。
か ん み こ こ

そう して/し ゅう間がすぎ,ベ ッツ ィーと≡つ子 の子ひつ

じは,ま きばでたわむれるようにな った。ダニーは,い つも
み

かん しゃにむね をふくらませな がら,そ のようすを見 ていた。
ひ と う

ある日のことだ った。お父 さんが,ゆ うびんうけのところ
て

から,う れ しそ うにも どってきた。手 には,お にいちゃんの
て が み

手紙をもっていた。
とう て が み よ

お父さんは,手 紙を読みは じめた。
あめ よる まち

｢… …ロン ドンのさむい雨 の夜
,ぼ くたちは町はずれでチ

ラシくば りをしていま した。ぼくは,ち ょっとホーム シック
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カルベr【

誌上座談会
●

末日聖徒の教師としてできること
●

出席者(ア ンケー ト回答者)

阿部順夫
あべ･よ りお/46歳/仙 台高等学校/国 語/

仙台ステーキ部仙台第2ワ ー ド部/祝 福師

潟沼誠二
かたぬま･せ いじ/45歳/北 海道教育大学/日 本文学

/札 幌ステーキ部札幌第2ワ ー ド部/ス テーキ部長

鮫島邦彦
さめじま･く にひこ/45歳/酪 農学園大学/畜 産食品

製造学/札 幌ステーキ部札幌第2ワ ー ド部/祝 福師

牧瀬十二郎
まきせ･じゅうしろう/43歳/大 阪府立勝山高等学較/商 業･

社会/大 阪北ステーキ部池田ワー ド部/福 知 山地方部長

水田 正
みずた･た だし/32歳/広 島県深安郡竹尋小

学校/広 島ステーキ部福山支部/高 等評議 員

安田琢三
やすだ･た くぞう/51歳/北 海道旭川商業高等学

校/商 業/札 幌ステーキ部旭川西ワー ド部/監 督

寛 八郎
かけひ･は ちろう/33歳/兵 庫県立上野ケ原養護学校/

中学部英語/神 戸ステーキ部西ノ宮ワー ド部/第 一副監督

高良慎清
たから･し んせい/43歳/専修学校奈良立正芸術学院(校

長)/理 科･数学/大阪北ステーキ部奈良ワード部/祝福師

沼野治郎
ぬまの･じ ろう/41歳/徳 山大学/英 語/

広島ステーキ部徳山ワー ド部/第 一副監督

松重光治
まつ しげ･み つじ/33歳/山 口県立光高等学校/

理科/広 島ステーキ部徳山ワー ド部/伝 道主任

南本邦雄
みなみもと･く にお/34歳/大 阪市立東淀中学校

/理 科/堺 ステーキ部河内長野支部/高 等評議員

矢野信保
やの･の ぶやす/39歳/福 岡市立百道中学校/

社会/福 岡ステーキ部福岡ワー ド部/祝 福師

●教育の世界の第一線で教師として働く末

日聖徒の兄弟たちに,教 育者としてのあり

方,咋 今の教育問題などについて語ってい

ただきました。

《教師の影響力 》

昨今,教 育 の荒廃 どい う こ とが 言 わ

れ,現 場 の教 師 に対 す る評価,期 待 な と'も

50

実 に様 々な もの が あ ります 。 その 中 で私 た

ち は地 の塩 となる よ うに とい う教 え を与 え

られて い ますが,皆 さん は教 師 の持 つ影 響

力,あ る い は感 化 力 とい う点 につい て どの

よ うに感 じて お られ ます か 。

安 田 教育 者 に対 して聖 職 者 とい う言葉

が 使 われ る こ とがあ ります が,教 職 の仕 事

はそ れ 自体 が福音 に強 くつ なが る面 を持 っ
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だ ろう と思 い ますね。

矢野 自分 は福 音 の原 則 を守 る という だ

け に とどま らず,も う一 歩踏 み 出 して い く

姿勢 がや は り必要 で しょ うね 。 例 えば タバ

コ をすわ な い とい う にと どま らず,ク リー

ン･エ ア 運動 を職 場 で積 極 的 に進 めて い く

な ら,嫌 煙権 な どと肩 ひ じ張 らな くて も,

ま わ りの方 々の 健康 に も貢献 でき ます よ。

潟 沼 聖典 の 中 には,イ エ ス･キ リス ト

につ いて,至 高 の位 置 に昇 りなが ら,よ ろ

ず の もの の下 に身 を落 とし,罪 は 犯 さな か

ったが,私 た ち と同 じよ うに 試 しに合 わ れ

た と書 かれ て い ます が(教 義 と聖 約88:6;

ヘ ブ ル4:14,15参 照),こ の精 神 が求 め ら

れ る と思 うん です。 私 自身,社 会 活動 を し

てい ます が,ゾ ウキ ンで あ りた い と思 って

い ます。 自分 は 汚 なく なるが,相 手 は きれ

い にな るゾ ウキ ンの よ う にと。 ち ょっ と誤

解 を招 く表現 か も知 れ ませ んが。

《伝 道》
'次に

,教 師 とい うの は宗教 的に は中

立 で な けれ ばな らな い とい う立 場 におか れ.

てい るわ けで す が,そ の こ とと合 わせ て,

教 師 と して の伝 道 とい う点 に つい て話 し合

って いた だ きた い と思 い ます 。

安 田 私 はか ね がね｢宗 教 的 中立｣と い

う言 葉 に疑 問 を持 って い ました。 新 憲法 下

の宗 教的 中立 は,多 分 に戦時 中の 国家神 道

に対 す る反 省の 上 に立 って い ます。 そ のた

め に宗教 の位 置 付 けが非 常 に後 退 して い ま

す。 宗教 心 が大切 であ る と言わ れ なが ら,

無宗 教･無 信 仰 の現 実 に置 かれ て い るのが,

教育 の 実情 で す。 日本 の精 神 的荒 廃 を招 い

た一 因ですね 。

潟 沼 公教育 の場 にあ って は宗 教 的 に中

立 を求 め られ てい る わけ です が,憲 法 にお

い て も,教 育 基本 法 にお いて も,個 人的 に

は信 教 の 自由 が保 障 され て い ます。 教育 基

本 法 第9条 の 前段 に｢宗 教 に関 す る寛容 の

態 度 及び宗 教 の社 会生 活 に おけ る地 位 は,

教 育上 これ を尊重 しなけ れ ばな ら ない｣と

あ り,伝 道 を慎む 必要 は あ り ませ ん。 個 人

的 には,常 に真理 に向か う よ うに導 くのは

当然 の こ とです。

安 田 教室 で福 音 を生 の ま ま伝 える の は

無 理 として も,あ らゆ る方 法 を使 って伝 道

すべ き です ね。

潟 沼 問 題 はモ ルモ ンとい う特殊 社 会 の

中 でぬ くぬ くと してい る とこ ろ にあ るよ う

な気 が し ます。 生徒 へ の伝 道 とい うの は も

っ と幅 の広 い もの だ と思 いま す。

寛 生 徒 に対 しては宗 教 とい うこ とを表

面 に 出す と,反 発 され る場 合 もあ る と思 わ
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ん で いる と ころが 遠 くて,教 会の 行事 に招

待 す るの がち ょっ と難 しいん です 。職 住 の

接 近 をは か って,常 に生徒 を家 に呼 んで フ

ェロ ー シップ す る方法 もあ るの です が,こ

れ も意 図 的 にや る と,同 僚 の反 感 を買 う恐

れ もあ ります ね。

高良 ち ょ っと宣伝 くさ く なるか も知 れ

ませ んが,私 の学 院で は6名 の教 師 が モル

モ ンな んで す。 親御 さ んか ら子供 の対 人関

係 のこ とで相 談 さ れた 時な どは,教 会 を紹

介す る よ うに して い ます。

矢 野 私 は教 会 の責任 を印刷 した名 刺 を

作 って お き,向 こうか ら求 め られ た時 は,

｢私 的 な物 で失 礼 です が｣と 言 って差 し出

す よ うに して い ます。 す る と必ず 質問 して

きます ね。 教 会 の こと を。 私 がモ ルモ ンで

ある こ とはク ラ スの 父兄 やPTAの 役 員 さ

ん も知 って い ます 。 家庭訪 問そ の他 で必 ず

'教 会 の こと を父兄 か ら尋 ね られ るの で
,説

明 とい う形 で,伝 道 の機 会 を作 る こ とが で

き ます。

安 田PTAと 言 え ば,私 の ステー キ部

内 にはPTAの 会 長 さ んを して い る会 員が

い ます よ。 私 自身 もボ ー イス カウ トの 団委

員長 や 自閉症 児 の 父母 の会 の役 員 な どを し

て いま すが,教 会 貝は も っ と社 会 の 中に ど

ん どん 入 ってい くべ.きだ と思 い ますね。

潟 沼 そ うです ね。世 間 に出て 行か な け

れ ば伝 道 はで き ません よ。

寛 私 は養 護学 校 で進行 性 筋 ジ ス トロフ

ィー症 児 を対 象 に してい ます が,彼 らの 寿

命 は20年 か ら25年 位 なん です 。現 に私 の と

こ ろで も卒 業 生 を含 めて 年 に数 人亡 く な っ

て いき ます。 彼 ら と死 生 観 や 人生 観 につ い

て語 り合 う機 会 が あれ ば と考 えて いま す。

南本 少 し抽 象的 な 言い方 にな るか もし

れ ませ んが,私 た ちは教 育 者 と して,人 格

の完 成 を 目指 す よう に生 徒 に教 え る こ とが

で きる ので,そ の 点を いつ も念頭 にお いて

いれ ば,完 成 され た 人 として の神 に到 達す

る ため の道 を示 す こ とがで き る と考 えて い

ます。具 体 的 には,生 徒 に人格 完 成の 目標

をあげ させ,そ れ を追 求す るよ う にチ ャ レ

ン ジす る と いう こ とです が,こ れ によ って

伝 道の 一端 を担 う ことが で きる と思 い ます。
.阿部 私 は伝道 につ いて考 え る時

,太 陽
ふ く しゃ

の よう に距離 を おい て伝 え る輻 射 型,そ ば

にい る だけ で足 元か ら暖 ま る対 流型,握 手

し,常 に接 触 して伝 え る伝 導 型 の3つ に分

け られ るよ うな 気が します。 教 師 は どち ら

か とい えば輻 射 型,対 流型 で光 と熱を 発 し

て いる ので はな い で し ょうか。 それ に感 じ

る生徒 はひ とりで に集 ま って き ます。 他 の

き っか けで も,い ずれ は何 か機 会 があ れば,
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水田 正(広 島) 南本邦雄(堺) 安田琢三(札 幌) 矢野信保(福 岡)

活 に溶け 込 んだ一 部 であ り,教 育 者 に限 ら

ず,社 会 生 活で両 立 で きな けれ ば本 当の 信

仰生 活 とは 言 えない と思 い ます。 で な けれ

ば,山 奥 にこ もる しか あ りませ ん。

《今日の教育環境》

犯 罪 の低 年 齢化,校 内暴 力,家 庭 内

暴 力,ま た 入試 競争 の激 化,知 育偏 重 とい

った言葉 が 新聞 やテ レ ビな どを にぎわ して

います が,皆 さん は教育 の 第一 線 にお られ

て,そ れ を どの よう に感U受 け止 めて お ら

れる で し ょうか。

南本 確 か に そ うい う問題 が 見 られ ます

ね。特 に重 大 な のは 社会 全体 が そ うした退

廃的傾 向 にあ る と いう点 だ と思 い ますね。

矢 野 私の 勤 め る学校 も今 ま で非行 や校

内暴 力の ほ とん ど なか った学 校 で,有 名 高

校へ の進 学率 が 高 い ことで知 られて い ま し

た が,社 会 の風 潮の 影響 が,こ こ1,2年

少 しずつ 生徒 の態 度 に表 われ て きて いる の

を感 じます。

安 田 私 の とこ ろは職 業 高 で入 試関係 の

問題 は少 ない です が,や は り社 会 全般 の悪

い影 響下 にあ る ことは 免れ な いで すね。 こ

うい う環境 の 中で,生 徒 に正 しい道 を示 し

てい く とい うのは 決 して生 易 しい ことで は

あ りませ んね。

寛 私 の と ころで も以 前,そ うい う問題

があ り,子 供 との触 れ合 い,教 師 間の 意志

統一 を 図 ろう と し.たの です が,自 分 の 非 力

さ を感 じ るばか りで,子 供 の指 導 と福 音 の

実践 を どう効果 的 に調 整 して い った らよ い

か悩 ん だ こ とが あ ります。

水 田 現 在,様 々 な社会 問 題が あ ります

が,そ れ らの根 源 は,純 潔の律 法,つ ま り

恋愛 観,結 婚観,家 庭 観 に関 す る価値 観 が

完 全 に混 乱 して いる こ とにあ る と私 は 見て

ます。 私 た ち末 日聖徒 は これ らの点 につ い

て 完全 な 基準 と真理 を教 え られ て いる ので

す か ら,行 ない や言葉 を通 して 教 え るこ と

が で き る と思 い ま.す。

南本 そ うで すね。 教 師 間で も純 潔 の律

法 を 大切 な もの と考 え た り,厳 しく守 る 人

が少 な いで す。 私 たち は教 師 たち に対 して

もよい影 響 を及 ぼす べ き立場 にあ ります ね。

水 田 非行 や 犯 罪の 道 に迷 い込 む青 少年

が増 加 して い ます が,彼 らは愛,結 婚,家

庭,育 児 な どにつ いて一 番知 りた い 時 にそ

の機 会 を与 え られ て いな いん です。 その 結

果 なん です ね。 私 は これか らは立 派 な両 親

をつ くる こ とこそ教 育 の最 終 目標 にな る と

思 って い ます。

阿 部 末 日の様 相 とい う感 が し ますが,

そ の 陰に あ るのは サ タ ンが その支 配 を強 化
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と考 え,道 徳 主 任を 引 き受 け,校 内で その

実施 に頑 張 って い ます。

阿 部 私 は職 場 にあ って,一 教 師 として,

入間 と人生 の何 た るか,い か に して 平和 を

作 り出し,何 と どう戦 って い った ら よいか

を,身 を もって 示 し得 る者 にな りたい と い

うのが望 み です。

鮫 島 で き るだ け 多くの 若者 に豊 か な感

性 を 身につ け てい って欲 しいで すね 。

高 良 鮫 島兄 弟 は先 ほ ど人格 の移 入と 言

われ ましたが,そ の通 りで すね。私 も教育 と

いうのは教 師 の人格 の投影 だと信 じていま す。

潟沼 ち ょっ と辛 らつ な言 い方 か も しれ

ませ んが,大 学 で も幼稚 な学生 が 増 えて い

ます ねdそ れ で も,よ い面 もた くさ ん持 っ

てる んで す。 そ のよ い ところ を伸 ば すこ と

が大切 で すね。

南本 私 が 自分 の課 題 に して いる のは,

日々福 音に生き,自 分を清めて い く ことで す。

霊的 に 自分の 状 態が よい 時は,生 徒 に もよ

く愛 を も って 接 す るこ とがで き ます。

《今後 の課題･希 望》

皆 さん そ れ ぞれ に様 々な悩 み,希 望

とい った もの が あ るか と思い ます が,最 後

に それ をお聞 か せ下 さ い。

南 本 中学 生 を教 育 す る上 で 多くの問 題

もあ ります が,教 師 を して いて よか った と

思 って い ます6同 時 に 自分 の 力の不 足 や愛

の不 足を今 感 じて い ます。

寛 教 師 と いう職 業 は とて も素晴 らし い

と思 います。 ただ全 身か らあふ れ て くる感

じ といっ た もの は まだ ま だこれ か らで す。

とにか くこれか ら頑張 っ てい きた い と思 い

ます。

矢 野 全 国 には かな りの 末 日聖徒 の教 職

者 が い ら っし ゃる こ とと思 い ますが,親 睦

と研修 の た めのLDS教 職 者の 会 とで もい

った もの が あれ ば,ど んな に.か励 ま しに な

る と思 い ます。 是非 実現 した いです ね 。

鮫 島 そう ですね,教 職 につ い て いる会

員 はた く さん いる はず です。 私 も今 後 お互

い に手 を取 りあ って良 い影 響 を与 え合 う こ

と.ができ た ら と願 っ てい ます。 この 機会 が

その よ うな糸 口になれ ば素 晴 らしい です ね。

牧瀬 今 は 教会 の責 任 と学校 の責 任の 間

を走 りまわ って いま すが,私 の 時代 は これ

でい い と思 って いま す。 今は 土壌 造 り,種

まき と心得 て い ます。 夢 で しか あ りませ ん

が,私 の望 み は 自分 の子 供や 孫 が,教 会 と

か 社 会 とか区 別せ ず に,学 ん だ こ と,練 習

した こ と,経 験 した こ とが その ま ま即社 会

人 と して 利用 で きる よ うに して や る ことで

す。 その ため に は,モ ル モ ンが 活躍 して い

る社 会 も心 要 だ し,モ ル モ ンの 教義 が正 し

く教 え られ る場(学 校)も 必要 だ と思 い ます。

高良 私の 課 題は,理 想 の高校 造 りです。

こ こ2年 以 内 にア ルマ高 等学 校 を造 りた い

と望 んで い ます。
あい ろ

阿部 大学 の 規則 と宣 教 師制 度 との 隆路

を解 決す るこ とが,わ れ われ 教 育者 の現 実

的課 題 です。 末 日聖 徒 の教育 理 念,つ ま り

キ リス トの真 の 福音 を,実 現 す る学 校,特

に高 校･大 学 の 設立 を期 待 し,夢 見て い ま

す。 会 員の子 弟 の ニー ズ を満 たす た めに も,.

ス ポー ツ,文 化 各面 で専 問 的 に高 め得 る教

育機 関,組 織 が 必要 で す。 日本 の社 会 で は

経営 的 に も可 能 で は ないか と思 い ま す。 広

大 なア ジア大陸 へ の伝 道 の拠 点 と して,真

に ア ジアの 友 とな る教育 機 関,理 想 的 には

大学 を早急 に作 りた いで すね。

(ア ンケー トを基 に編集･構 成 しま した)
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関東地区学生協会主催

学生 セ ミナー開か る
一人 間の基本 を考える一

回
月19日(土)に,関 東地 区学 生協 会

主 催 に よる学 生 セ ミナー が｢人 間の

基本 を考 え る｣を テー マ に東京 ステー キ部

セ ンタ ーで 開催 され ました。

今 回のセ ミナ ー は,末 日聖 徒 の学 生 が 自

分 の役割 や 目標 を は っき り と把 握 す るこ と

を 目的 と し,外 部か ら時事 通信 社 内 外情勢

調査 会 編集 部長 の小 関 哲也 氏,三 村 言語心
ゆうこう

理研 究 所所 長 の三村 侑 弘氏,金 融教 育 セ ン

ター取 締役 社長 の若 泉典 世 氏,ま た 田中地

区代 表 を は じめ関 東地 区 の各 ス テー キ部長

を講師 として招 きま した。 遠 く京 都 の地 か

ら来 て くれ た兄 弟姉 妹 を 含 めて 約100名 の

参加 の下 講演 が 開始 され ま した。

午 前 中は,田 中地 区代 表,学 生 協 会事務

局 長 の佐 藤正 温兄 弟,..前仙 台伝 道 部長 の 坂

井 圭兄 弟 か ら末 日聖徒 と して ま た人生 の経

験 豊 か な先 輩 と して の お話 を伺 い,午 後 は

三 村侑 弘氏,若 泉典世 氏,新 山東京 ス テー

キ部長,福 田東 京北 ス テー キ部長,前 田東

京 南 ス テー キ部長 を講 師 とする 各 クラ ス に

分 か れ,｢説 得 の心理 学｣｢美 しい マナ ーは

日本 人 の心｣｢人 生 設計 と学 生生 活｣｢社 会

に奉 仕 で きる 人間 になるには｣｢仕 事 と学生

生活｣と い うテー マで セ ミナ ーが行 な われ

ま した。

最 後 の特 別講 演 では｢混 迷 を深 め る世 界

は今 … …｣と い うテ ーマ で,中 近 東や 米 国

な どの 特 派員 と して豊 富 な経験 を持 つ 小 関

哲也 氏 か ら世 界の政 治,経 済,軍 事 情 勢 な

どにつ い て興 味 ある お話 を伺 い ま した。 質

疑 応答 の 時 間に は積 極 的 に質 問が 出 るな ど,

長 時 間に わ たる講 演 に もかか わ らず,皆 し

ば し時間 を忘 れ,あ ふれ る熱 気 の内 にセ ミ

ナー を終 了しました。.(レポ ー ター:関 東地

区学 生 協 会 学 生 セ ミナ ー 実 行 委 貝･平 田

寛)

(写真左)時 事通信社 内外情勢調査会編集部長･小 関哲 也氏 によ.る講演。(中 央)三 村言語心理研究

所所長･三 村侑弘氏 による講 習。(右)金 融教育センター取締役社長･若 泉典世氏 による講習。
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な何 とも言 えぬ 悲 しい思 い を して いた私 に,

ステ ーキ部 長 の すす めが あ り,管 理 入の 仕

事 を 引 き受 ける こ とにな りま した。

初 めの 頃 は,学 生 時代 に戻 った よ うな気

持 ち で毎 日,時 も忘 れ る よう に,玄 関 の タ

イル の張 り替 え,窓 の取 手 の付 け替 え,ボ

ル トの取 り替 え な ど と傷 ん だ所 を直 し,少

しで も新築 当時 の姿 に復 元 し よう と頑張 り

ま した。 しか し失 な われ て い くの を最小 限

に抑 え るこ とは で きて も,失 な われ て し ま

った 物は どうす る こ ともで き ません。 それ

に,私 ひ とりが いか に頑 張 った として も,

百数 十 人の 人が 出入 りし,様 々 な活 動 をす

るの です か ら,そ れ に追 い付 くこ とな ど考

えて みれ ば,と て も無理 な 相談 な ので す。

残念 なの は 公共 物 を大切 にし,汚 した ら き

れい にす る,使 った らその 後片 付け を して

お く という よ うな 人間 と して極 めて 初歩 的

な責 任が お ろそ か にされ て い るの を 目にす

る時 です。

私 は小 さ い時 か らこの｢責 任｣と い う こ

とにつ いて 人一 倍厳 しく しつ け られ て き ま

した が,一 般 の 人 よ り道 徳観 念 が強 い はず

の教 会員 に対 して,こ の ことで 悲 しい思 い

をせ ざ るを得 な い とい うの は残 念で す。

先 日この よ うな こ とがあ りま した。 日曜

日の 集会 が終わ った後 で,ひ と りの 兄弟 が

裏 庭 に椅 子 を持 ち 出 して聖 書 を読 ん でい る

ので す。 美 しい光 景 だ と思 い ま した。 と こ

ろが 彼は それ を 元あ った所 へ置 くのを忘 れ,

雨 に降 られ た椅子 は,メ ッキの 部分 が赤 く

さび て しま った ので す。 聖 書 を読 む ことは

ク リス チ ャン と して素 晴 らし い ことで す。

しか し神 様 は聖 書の 中で 責任 を持つ ことの

大切 さ も教 えて お られ ます。 皆 が帰 った後,

少 人数 で テ ーブ ルや椅 子 の 後片 付 け をした
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難 灘鱗 灘
り,台 所,ト イ レをきれ い に した り して い

る 人 もい ます。 ひ と りで 礼拝 堂 の讃 美歌 を

整理 した り,庭 の草 む し りを して いる 人 も

い ます。 夏 の暑 い 日,汗 を か きなが ら冷 た

いア イ スク リー ム を届け て くれ る心優 しい

姉 妹 もいる ので す。 人 と して,ク リスチ ャ

ン と して この よう な生活 習慣 を 大切 にし,

身 につけ な けれ ば な らない と思 い ます。 ま

して や先 人 の犠 牲 と奉仕 によ って建 て られ,

断食 の家,祈 りの家 とな った教 会の 建物 に

おい て はな お さ らの こと と思 い ます。

今,集 会 所は100パ ーセ ン ト会員 が納 め

る ワー ド部予 算 で維持 され てい ます。 す べ

て大切 なお 金の 中か ら支 払 われ るの で す。

トイ レの ペ ーパ ー タオ ル1枚 で さ え大切 に

しな けれ ば な りませ ん。 キ ン ボー ル大管 長

は美 しく整理 整 頓 され た集 会所 こ そが みた

ま を受 け る にふ さわ しい所 と言 われ まし た。

この 教 え に従 い,私 た ちの受 け て いる 恵み .
いこ

一 っ 一つ に感謝 し
,集 会 所 を憩 い の家,断

食の 家,祈 りの 家 に しよ うでは あ りませ ん

か。 そ うす る こ とによ り,神 の 大 いな る祝

福 を与 え ら.れるにふ さわ しい者 にな るこ と

ができると信 じます。(さ い と う･つ とむ

1937年 生 まれ)
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